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يْ    ��ِ بِا ذُ  اعَوُْ   .مِ طَانِ الرَّجِيْ مِنَ الشَّ
アウーズビッラーヒ ミナッシャイターニッラジーム  

「 私
わたし

はアッラーに、呪
のろ

われたシャイターン 

からのご加護
か ご

を求
もと

めます。」 

 

 .مِ الرَّحِيْ  حْمٰنِ الرَّ    ��ِ ا بِسْمِ 
ビスミッラーヒッラフマーニッラヒーム 

「慈悲
じ ひ

あまねく慈愛
じ あ い

深
ぶか

きアッラーの御名
み な

において。」 

 

 اشْرَحْ ليِْ صَدْرِيْ  رْ ليِْ أمَْرِيْ  ،  رَبِّ   نْ وَاحْللُْ عقُْدَةً مِّ  ،  وَيسَِّ
 .ا قوَْليِْ يَفْقَهُوْ  ،  لسَِّانيِْ 

ラッビシュラフリーサドゥリー  ワヤッスィルリーアムリ―  

ワフルルウクダタン  ミンリサーニー  ヤフカフーカウリー  

「我
わ

が主
しゅ

よ、 私
わたし

の胸
むね

を広
ひろ

げ、我
わ

が任務
に ん む

を、 私
わたし

のために

容易
よ う い

にし、 私
わたし

の舌
した

のもつれを解
と

いてください。 

そうすれば、彼
かれ

らは 私
わたし

の言葉
こ と ば

を理解
り か い

しましょう。」 

勉強
べんきょう

を始
は じ

める前
ま え

のドゥアー 
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 ‘ 

 زِدْنيِْ   .ارْزقُنِْيْ فهَْمًا وَّ  ،   عِلمًْا  رَبِّ
ラッビズィドゥニーイルマー ワルズクニーファフマー 

「我
わ

が主
しゅ

よ、私
わたし

の知識
ち し き

を増
ふ

やして、よく理解
り か い

させてください。」 

 

مْ بِالخَْيْرِ 
ِ
رْ وَ تَمّ رْ وَ لاَ تعَُسِّ  يسَِّ  .رَبِّ

ラッビヤッスィル ワラートゥアッシル ワタンミム ビルハイル 

「我
わ

が主
しゅ

よ、簡単
かんたん

にし、 難
むずか

しくしないでください。 

良
よ

いことで終
お

わらせてください。」 

 

 �  مَاجَعَلتَْ ألَل  زْنَ اَ نْتَ تجَْعَلُ الحَْ وَّ  ،  سَهْلاً  ههُمَّ لاَ سَهْلَ اِلاَّ
 .اِذاَ شِئْتَ سَهْلاً  

アッラーフンマラーサフラ イッラーマージャアルタフーサフラー 

ワアンタタジュアルルハズナ イザーシウタサフラー 

「アッラーよ、あなたが容易
た や す

くしたことだけが 

容易
た や す

くなるのです。 

あなたが望
のぞ

めば悲
かな

しみも容易
た や す

くなります。」 
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ٰ◌ ٰ◌ ٰ◌ 

ٰ◌ ٰ◌ ٰ◌ 

ٰ◌ ٰ◌ 

 

 

イーマーン・ムジュマル 

 .احَْکَامِه   کَمَا هوَُ   بِاسَْمَآئِه  وَ صِفاَتهِ   وَ قبَِلتُْ   جَمِيْعَ   اللهِ امَٰنتُْ  بِا 
アーマントゥビッラーヒ カマーワフ ビアスマーイヒー 

 ワスィファーティヒー ワカビルトゥジャミーア アフカーミヒー 

「 私
わたし

はアッラーのことを、かれの(全
すべ

ての)名前
なまえ

や性質
せいしつ

のまま信
しん

じ、

彼
かれ

のあらゆる命令
めいれい

を受
う

け入
い

れました。」 

⁂⁂ 

イーマーン・ムファッサル 

رِ   وَاليْوَْمِ   الاْٰخِرِ   وَ القَْدَ      وَ رُسُلِه      وَ مَلئٰکِتَهِ   وَ کتُبُِه    اللهِ امَٰنتُْ   بِا 
ه   مِنَ      .تَعَالىٰ  وَ البْعَْثِ  بعَْدَ  المَْوْتِ   اللهِ ا خَيْرِه   وَ شَرِّ

アーマントゥビッラーヒ ワマラーイカティヒー 

 ワクトゥビヒー ワルスルヒー ワルヤウミルアーヒリ 

 ワルカドゥリハイリヒー ワシャッリヒーミナッラーヒタアーラー 

 ワルバアシ バアダルマウティ 

「 私
わたし

はアッラーを信
しん

じ、天使
てんし

たち、啓
けい

典
てん

、使徒
し と

たち、審判
しんぱん

の日
ひ

を信
しん

じ、良
よ

いことも悪
わる

いこともあらかじめアッラーによって 宿
しゅく

命
めい

づけら

れているのだということを信
しん

じ、死後
し ご

の生命
せいめい

(復活
ふっかつ

)を信
しん

じます。」 

 

イーマーンの説明
せ つ め い

 

 



11 

 

 ‘  ‘ 

 

 

カリマ その 1―カリマ・タイイバ 

 .رَّسُوْلُ  االلهِ    محَُمَّدٌ   ،  االلهُ  لاَ إِلٰهَ  إِلاَّ 
ラー イラーハ イッラッラーフ ムハンマド ラスールッラー 

「アッラーの他
ほか

に神
かみ

（崇拝
すうはい

するもの）はない、ムハンマド様
さま

（       ）はアッラーの使徒
し と

である。」 

⁂⁂ 

カリマ その２―カリマ・シャハーダ 

  ا    إِلٰهَ  إِلاَّ ُ   أشَْهَدُ  أنَْ  لاَّ  .وَأشَْهَدُ  أنََّ محَُمَّدًا  عبَْدُه   وَرَسُوْلهُ    ، ��
アシュハドゥ アッラー イラーハ イッラッラーフ 

 ワ アシュハドゥ アンナ ムハンマダン アブドゥフー ワラスールフー 

「 私
わたし

は、アッラーの他
ほか

に神
かみ

（崇拝
すうはい

するもの）はないことを証 言
しょうげん

し

ます。そして 私
わたし

は、ムハンマド様
さま

（       ）がアッラーの

僕
しもべ

であり、使徒
し と

であることを証 言
しょうげん

します。」 

 

 

 

6 つのカリマ 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 
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カリマ その 3ーカリマ・タムジード 

ِ دُ   مْ حَ الْ وَ     ، انَ  االلهِ  حَ سُبْ       اِلٰهَ      لاَ وَ     ،   ِ��    لاَ رُ، وَ أكَبَْ    االلهُ   ، وَ االلهُ  إلاَّ
ةَ  إِ   قُ لاَ لَ  وَ حَوْ    بِ وَّ   الْ لِ عَ الْ     اللهِ ا لاَّ  .مِ يْ ظِ عَ يِّ

スブハーナッラーヒ ワルハムドゥリッラーヒ ワラー イラーハ 

イッラッラーフ ワッラーフ アクバル ワラー ハウラ ワラー 

クゥワタ イッラー ビッラーヒルアリーイルアズィーム 

「アッラーに讃
たた

えあれ、アッラーにこそ称 讃
しょうさん

あれ、アッラーの他
ほか

に 

神
かみ

(崇拝
すうはい

するもの)はない、アッラーは偉大
いだい

なり。また、至高
しこう

至大
しだい

の 

アッラーの他
ほか

にいかなる威力
いりょく

も強 大
きょうだい

なるものもありません。」 

⁂⁂ 

カリマ その４―カリマ・タウヒード 

  االلهُ  وَحْدَه  لاَ  شَرِيْكَ  لهَ ، لهَُ المُْلکُْ وَ لهَُ الحَْمْدُ  يحُْيىِْ    لاَ إِلٰهَ إِلاَّ
عَلىٰ کلُِّ     هوَُ  بِيدَِهِ الخَْيْرُ ،  وَ    ،    يَمُوْتُ  حَىٌّ  لاَّ   هوَُ  وَ يمُِيْتُ وَ 

 .شَيْئٍ  قدَِيْرٌ 
ラー イラーハ イッラッラーフ ワフダフー ラー シャリーカ ラフー  ラフルムルク  

ワラフルハムドゥ ユフイー ワユミートゥ ワフワ  ハイユッラーヤムートゥ  

ビヤディヒルハイル ワフワ アラー クッリ シャイイン カディール 

「唯一
ゆいいつ

なる御方
おかた

、アッラーの他
ほか

に神
かみ

(崇拝
すうはい

するもの)はなく、かれに並
なら
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 ‘ 

ぶ者
もの

はいない。かれにこそ王権
おうけん

はあり、かれにこそ称 讃
しょうさん

はある。 

生
い

かし死
し

なすお方
かた

。かれは生
い

きていて死
し

なない。かれの御手
み て

には善
ぜん

が

ある。かれは全
すべ

ての事
こと

に 力
ちから

がある。」 

 

カリマ その５―カリマ・イスティグファール 

ً عَمَدًا  اوَْ  خَطَ    ، اسَْتغَْفِرُ االلهَ  رَبِيّْ  مِنْ کلُِّ  ذنَْبٍ  اذَْنبَْتهُ  ا  اوَْ   اٴ   سِرًّ
علاََنيَِةً ، وَّ اَ توُْبُ  اِليَْهِ  مِنَ  الذَّنْبِ  الذَِّيْ  اعَْلمَُ ،  وَ مِنَ  الذَّنْبِ   
مُ  الغْيُوُْبِ ، وَسَتاَّرُ  العُْيوُْبِ ،    الذَِّيْ  لآَ  اعَْلمَُ  ،  اِنکََّ  اَ نْتَ  علاََّ

ةَ  اِلاَّ    العَْظِيْمِ وَغفَّاَرُ  الذُّنوُْبِ ،  وَلاَ  حَوْلَ  وَلاَ  قوَُّ  . بِااللهِ  العَْلِيِّ
アスタグフィルッラーハ ラッビー ミン クッリ ザンビン 

アズナブトゥフー アマダン アウ ハタアン スィッラン アウ  

アラーニヤタッワアトゥーブ イライヒ ミナッザンビッラズィー  

アアラム ワ ミナッザンビッラズィーラーアアラム インナカ アンタ アッラームルグユービ 

ワ サッタールルウユービ ワ ガッファールッズヌービ ワラー ハウラ 

 ワラー クゥワタ イッラービッラーヒルアリーイルアズィーム 

「 私
わたし

は故意
こ い

に、無意識
む い し き

に、秘密
ひみつ

に、または公然
こうぜん

と犯
おか

した全
すべ

ての 

罪
つみ

からの赦
ゆる

しをアッラーに求
もと

めます。 私
わたし

が気
き

づいているか、 

気
き

づいていない全
すべ

ての罪
つみ

に対
たい

して、かれの赦
ゆる

しを求
もと

めます。確
たし

かに

あなたは(アッラー)、凡
すべ

ての奥義
おうぎ

を熟知
じゅくち

された御方
おかた

、短所
たんしょ

を隠
かく

される
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ٰ◌ ٰ◌ 

御方
おかた

、罪
つみ

を赦
ゆる

される御方
おかた

です。また、至高
しこう

至大
しだい

のアッラーの他
ほか

にいか

なる威力
いりょく

も強 大
きょうだい

なるものもありません。」 

 

カリマ その６―カリマ・ラッドル・クフリ 

 اَ ناَ اعَْلمَُ   ا  �هُمَّ  اِنيِّْ  اعَوُْذُ  بِکَ  مِنْ  انَْ  اشُْرِکَ  بِکَ  شَيْئاً ،  وَّ ◌لَل
، تبُْتُ  عنَهُْ  وَ تبَرََّاتُْ مِنَ  الکْفُْرِ      بِه بِه، وَ اسَْتغَْفِرُکَ  لمَِا  لآَ  اعَْلمَُ  

رْکِ  وَالکِْذْبِ  وَ الغِْيْبةَِ  وَ البِْدْعَةِ  وَ النمَِّيْمَةِ   وَالفْوََاحِشِ    وَ الشِّ
 االلهُ    وَالبْهُْتاَنِ  وَالمَْعَاصِيْ  کلُِهَّا ، وَاسَْلمَْتُ ، وَاقَوُْلُ  لآَ  اِلٰهَ  اِلاَّ

 .سُوْلُ  االلهِ محَُمَّدٌ  رَّ 
アッラーフンマ インニー アウーズビカ ミン アン ウシュリカ ビカ シャイアン 

ワアナー アアラム ビヒー ワアスタグフィルカ リマー ラー アアラム ビヒー  

トゥブトゥ アンフ ワタバッラアトゥ ミナルクフリ ワッシルキ ワルキズビ  

ワルギーバティ ワルビドゥアティ ワンナミーマティ ワルファワーヒシ  

ワルブフターニ ワルマアースィークッリハー ワアスラムトゥ 

 ワアクール ラー イラーハ イッラッラーフ 

 ムハンマドゥン ラスールッラー 

「アッラーよ、 私
わたし

は知
し

っているのに、故意
こ い

に他
ほか

のものをあなたに並
なら

べることからのご加護
か ご

を願
ねが

います。知
し

らずにやってしまった罪
つみ

からの

お赦
ゆる

しを請
こ

い願
ねが

います。 私
わたし

は不信仰
ふしんこう

、多神教
たしんきょう

、嘘
うそ

、陰口
かげぐち

、異端的
いたんてき
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ٰ◌ ٰ◌ ٰ◌ 

ٰ◌ ٰ◌ ٰ◌ 

ٰ◌ ٰ◌ 

 

 

イーマーン・ムジュマル 

 .احَْکَامِه   کَمَا هوَُ   بِاسَْمَآئِه  وَ صِفاَتهِ   وَ قبَِلتُْ   جَمِيْعَ   اللهِ امَٰنتُْ  بِا 
アーマントゥビッラーヒ カマーワフ ビアスマーイヒー 

 ワスィファーティヒー ワカビルトゥジャミーア アフカーミヒー 

「 私
わたし

はアッラーのことを、かれの(全
すべ

ての)名前
なまえ

や性質
せいしつ

のまま信
しん

じ、

彼
かれ

のあらゆる命令
めいれい

を受
う

け入
い

れました。」 

⁂⁂ 

イーマーン・ムファッサル 

رِ   وَاليْوَْمِ   الاْٰخِرِ   وَ القَْدَ      وَ رُسُلِه      وَ مَلئٰکِتَهِ   وَ کتُبُِه    اللهِ امَٰنتُْ   بِا 
ه   مِنَ      .تَعَالىٰ  وَ البْعَْثِ  بعَْدَ  المَْوْتِ   اللهِ ا خَيْرِه   وَ شَرِّ

アーマントゥビッラーヒ ワマラーイカティヒー 

 ワクトゥビヒー ワルスルヒー ワルヤウミルアーヒリ 

 ワルカドゥリハイリヒー ワシャッリヒーミナッラーヒタアーラー 

 ワルバアシ バアダルマウティ 

「 私
わたし

はアッラーを信
しん

じ、天使
てんし

たち、啓
けい

典
てん

、使徒
し と

たち、審判
しんぱん

の日
ひ

を信
しん

じ、良
よ

いことも悪
わる

いこともあらかじめアッラーによって 宿
しゅく

命
めい

づけら

れているのだということを信
しん

じ、死後
し ご

の生命
せいめい

(復活
ふっかつ

)を信
しん

じます。」 

 

イーマーンの説明
せ つ め い
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行為
こうい

と、 中 傷
ちゅうしょう

、卑猥
ひわい

な 行
おこな

い、妄言
もうげん

、全
すべ

ての不 従 順
ふじゅうじゅん

な事
こと

を悔
く

い

改
あらた

めます。 私
わたし

はイスラームに帰依
き え

し、アッラー以外
いがい

に神
かみ

(崇拝
すうはい

する

もの)はないことと、ムハンマド様
さま

（       ）がアッラーの

使徒
し と

であることを申
もう

し述
の

べます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 
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カリマ その 1―カリマ・タイイバ 

 .رَّسُوْلُ  االلهِ    محَُمَّدٌ   ،  االلهُ  لاَ إِلٰهَ  إِلاَّ 
ラー イラーハ イッラッラーフ ムハンマド ラスールッラー 

「アッラーの他
ほか

に神
かみ

（崇拝
すうはい

するもの）はない、ムハンマド様
さま

（       ）はアッラーの使徒
し と

である。」 

⁂⁂ 

カリマ その２―カリマ・シャハーダ 

  ا    إِلٰهَ  إِلاَّ ُ   أشَْهَدُ  أنَْ  لاَّ  .وَأشَْهَدُ  أنََّ محَُمَّدًا  عبَْدُه   وَرَسُوْلهُ    ، ��
アシュハドゥ アッラー イラーハ イッラッラーフ 

 ワ アシュハドゥ アンナ ムハンマダン アブドゥフー ワラスールフー 

「 私
わたし

は、アッラーの他
ほか

に神
かみ

（崇拝
すうはい

するもの）はないことを証 言
しょうげん

し

ます。そして 私
わたし

は、ムハンマド様
さま

（       ）がアッラーの

僕
しもべ

であり、使徒
し と

であることを証 言
しょうげん

します。」 

 

 

 

6 つのカリマ 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 
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信仰
しんこう

の基礎
き そ

は 6 つです。   ُوَهِيَ:  سِتةٌَّ     يْمَانِ الأِْ  أصُُوْل 
ウスールル イーマーニ シィッタトゥン ワヒヤ 

アッラーを信
しん

じる事
こと

يْمَانُ  بِااللهِ الأَِْ     
アルイーマーヌ ビッラーヒ 

01 

天使
てんし

たちを信
しん

じる事
こと

يْمَانُ بِالمَْلاَئِكَةِ الأَِْ    
アルイーマーヌ ビルマラーイカティ 

02 

啓
けい

典
てん

を信
しん

じる事
こと

يْمَانُ بِالكْتُبُِ الأَِْ    
アルイーマーヌ ビルクトゥビ 

03 

使徒
し と

たちを信
しん

じる事
こと

بِالرُّسُلِ يْمَانُ  الأَِْ    
 アルイーマーヌ ビッルスリ 

04 

最後
さいご

の日
ひ

を信
しん

じる事
こと

يْمَانُ بِا ليْوَْم اِلآْخِرِ الأَِْ    
アルイーマーヌ ビルヤウミル アーヒリ 

05 

カダル( 宿 命
しゅくめい

)を信
しん

じる事
こと

رِ قَدَ يْمَانُ بِالْ الأَِْ    
アルイーマーヌ ビルカダリ 

06 

 

信仰
し ん こ う

の基礎
き そ
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4 フード  ُوْدٌ ه 
5 サーリフ  ٌِصَالح 
6 イブラーヒーム  ُاِبْرَاهِيْم 
7 ルート  ٌلوُْط 
8 イスマーイール  ُإِسْمَاعِيْل 
9 イスハーク  ُاِسْحَاق 
10 ヤアクーブ  ُيَعْقوُْب 
11 ユースフ  ُيوُْسُف 
12 アイユーブ  ُاَ  يوُّْب 
13 シュアイブ  ٌشُعَيْب 
14 ハールーン  ُهَارُوْن 
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 ‘ 

15 ムーサー  ٰموُْسى 
16 アルヤサウ  ُاَ ليْسََع 
17 ズルキフリ   ُالكِْفْلِ ذو  
18 ダーウード  دُ داَو  
19 スライマーン  ُسُليَْمَان 
20 イルヤース  ُإِليَْاس 
21 ユーヌス  ُُيوُْنس 
22 ザカリーヤ  َزَکَرِيّا 
23 ヤヒヤー  ٰيحَْي 
24 イーサー  ٰعِيْسى 
25 

ムハンマド  
(アライヒムッサラートゥ 

ワッサラーム) 

すべての預言者
よげんしゃ

に平安
へいあん

あれ。 

 محَُمَّدٌ 
لاَمُ  لاَةُ وَالسَّ  عَليَْهِمُ الصَّ

 ‘ 
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 ‘ 

 

 

 

 نهَّ  قاَلَ:  اَ  مَا  عنَهُْ    مَرَ  رَضِيَ  االلهُ بْنِ  عُ   االلهِ   عبَْدِ    عَنْ 
ّ صَ    لُ  االلهِ قاَلَ   رَسُوْ   هِ  وَ سَلمََّ : عَليَْ    االلهُ   ى لٰ

سْلاَمُ عَلىٰ  ،  وَأنََّ       االلهُ لاَّ إِ اِلٰهَ      خَمْسٍ:  شَهَادةَِ  أنَْ  لاَّ   "بنُِيَ الإِْ
لاَةِ ،  وَإِ االلهِ   ا  رَّسَوْلُ محَُمَّدً   ،  يْ ،  وَ إِقاَمِ  الصَّ

ِ
كاَةِ ،  وَ الحَْجّ تاَءِ  الزَّ

 مٌ) لِ مسُْ وَ   ارِيُّ اهُ البخَُ ( رَوَ .  وَ صَوْمِ  رَمَضَانَ" 

 
アンアブディッラーヒブニ ウマラ ラディヤッラーフ アンフマー 

アンナフー カーラ： カーラ ラスールッラーヒ サッラッラーフ アライヒ ワサッラム： 

ブニヤル イスラーム アラーハムシー シャハーダティ アンラーイラーハ 

 イッラッラーフ ワアンナ ムハンマダン ラスールッラーヒ  

ワイカーミッサラーティ ワイイターイッザカーティ ワルハッジ ワサウミ ラマダーン 

アッラーの使徒
し と

(彼
かれ

にアッラーからの祝 福
しゅくふく

と平安
へいあん

あれ)はおっしゃっ

たと、イブン・ウマル(彼
かれ

にアッラーのご満悦
まんえつ

あれ)は、述
の

べました。 

 

 

イスラームの５つの柱
はしら
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لاَمُ    ５ الَسَّ  アッ・サラーム 平安
へいあん

と安心
あんしん

を与
あた

えて下
くだ

さ

る御方
おかた

 

مِنُ  مُؤْ الَْ    ６  アル・ムウミン 安全
あんぜん

を確保
かくほ

される御方
おかた

 

アル・ムハイミン 最 الَمُْهَيْمِنُ   ７
もっと

もよく監視
かんし

される

御方
おかた

、守護
しゅご

される御方
おかた

 

アル・アズィーズ 全 اَ لعَْزِيْزُ  ８
すべ

てを上回
うわまわ

る御
お

方
かた

(全能者
ぜんのうしゃ

) 

جَباَّرُ الَْ    ９  アル・ジャッバール 制圧
せいあつ

される御方
おかた

 

الَمُْتكََبِّرُ    １０  アル・ムタカッビル 最
もっと

も誇
ほこ

り高
たか

き御
お

方
かた

 

اَ  لخَْالقُِ    １１  アル・ハーリク 創造主
そうぞうしゅ

 

ئُ اَ  لبْاَرِ    １２  アル・バーリゥ 無
む

の状 態
じょうたい

から創造
そうぞう

される

造物主
ぞうぶつしゅ

 

رُ    １３
ِ
الَمُْصَوّ  アル・ムサッウィル 形態

けいたい

を授
さず

けられる御方
おかた

 

الَغَْفّاَرُ    １４  アル・ガッファール 赦
ゆる

される御方
おかた
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ارُ  １５ アル・カッハール 全 اَ  لقَْهَّ
すべ

てを征服
せいふく

なされる御方
おかた

 

アル・ワッハーブ 全 اَ  لوَْهَّابُ  １６
すべ

てを限
かぎ

りなく授
さず

けられ

る御方
おかた

 

 الَرَّزاَّقُ   １７
アッ・ラッザーク 全

すべ

ての創造物
そうぞうぶつ

の糧
かて

を 

所持
しょじ

され授
さず

けられる御方
おかた

 

アル・ファッターフ 心理 اَ لفْتَاَّحُ   １８
しんり

と正義
せいぎ

を持
も

って 

公平
こうへい

に裁
さば

かれる御方
おかた

 

１９  َ لعَْليِْمُ  ا  アル・アリーム 全
すべ

てを知
し

る御
お

方
かた

 

アル・カービドゥ 与 اَ  لقَْابِضُ   ２０
あた

えることを差
さ

し控
ひか

えられ

る御方
おかた

 

アル・バースィト 惜 اَ  لبْاَسِطُ   ２１
お

しみなく与
あた

えられる御方
おかた

 

アル・ハーフィドゥ （地位 اَ  لخَْافضُِ  ２２
ち い

や名誉
めいよ

を）低
ひく

められ

る御
お

方
かた

 

عُ  الَرَّافِ  ２３  アッ・ラーフィウ （地位
ち い

や名誉
めいよ

を）高
たか

められ

る御
お

方
かた
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２４    アル・ムイッズ 栄誉 الَمُْعِزُّ
えいよ

を与
あた

えられる御方
おかた

 

アル・ムズィッル 不名誉 اَ  لمُْذِلُّ   ２５
ふ め い よ

や屈 辱
くつじょく

を授
さず

けられ

る御方
おかた

 

２６  َ مِيْعُ  ا لسَّ  アッ・サミーウ 全
すべ

てを聴
き

いておられる御方
おかた

 

アル・バスィール 全 اَ  لبْصَِيْرُ   ２７
すべ

てを視
み

ておられる御方
おかた

 

アル・ハカム 裁定 اَ  لحَْكَمُ   ２８
さいてい

に微塵
みじん

も欠点
けってん

のない

御方
おかた

 

アル・アドゥル 公平 الَعَْدْلُ   ２９
こうへい

で公正
こうせい

なる御方
おかた

 

アッ・ラティーフ 哀 الَلطَِّيْفُ   ３０
あわ

れみをかけられ、優
やさ

しく

援助
えんじょ

して下
くだ

さる御方
おかた

 

アル・ハビール 全  الَخَْبِيْرُ  ３１
すべ

てを熟知
じゅくち

なされる御方
おかた

 

アル・ハリーム 辛抱強 الَحَْليِْمُ  ３２
しんぼうづよ

く寛容
かんよう

なる御方
おかた

 

اَ لعَْظِيْمُ    ３３  アル・アズィーム 栄光
えいこう

かつ威厳
いげん

ある御方
おかた
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الَغَْفوُْرُ    ３４  アル・ガフール 罪

つみ

を赦

ゆる

される御方

おかた

 

كوُْرُ   ３５ アッ・シャクール 感謝 الَشَّ
かんしゃ

なされる御方
おかた

 

アル・アリー 全 الَعَْلِيُّ   ３６
すべ

ての事
こと

において至高
しこう

なる

御方
おかた

 

アル・カビール 至大 اَ لكَْبِيْرُ   ３７
しだい

なる御方
おかた

 

アル・ハフィーズ 全 الَحَْفيِْظُ   ３８
すべ

てを守護
しゅご

なされる御方
おかた

 

アル・ムキートゥ 能 الَمُْقِيْتُ   ３９ 力
のうりょく

を与
あた

えられる御方
おかた

 

アル・ハスィーブ 全 الَحَْسِيْبُ   ４０
すべ

てを十 分
じゅうぶん

に満
み

たされる

御方
おかた

 

アル・ジャリール 威厳 الَجَْليِْلُ   ４１
いげん

のある御方
おかた

 

アル・カリーム 恵 الَكَْرِيْمُ   ４２
めぐ

み深
ぶか

い御
お

方
かた

 

 الَرَّقيِْبُ   ４３
アッ・ラキーブ 絶

た

えず見守
みまも

られ監視
かんし

される

御方
おかた
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アル・ムジーブ 祈 الَمُْجِيْبُ   ４４

いの

りに応

こた

えられる御方

おかた

 

アル・ワースィウ 広 الَوَْاسِعُ  ４５
ひろ

く行
ゆ

き渡
わた

らせる御方
おかた

 

الَحَْكِيْمُ     ４６  アル・ハキーム 叡智
えいち

ある御方
おかた

 

アル・ワドゥードゥ 最 الَوَْدوُْدُ   ４７
もっと

も愛 情
あいじょう

深
ぶか

き御
お

方
かた

 

アル・マジードゥ 最 الَمَْجِيْدُ   ４８
もっと

も高貴
こうき

なる御方
おかた

 

アル・バーイス (審判 الَبْاَعِثُ   ４９
しんぱん

の日
ひ

に) 蘇
よみがえ

らさせる 

御方
おかた

 

هِيْدُ  الَ  ５０ شَّ  アッ・シャヒードゥ 全
すべ

ての知識
ちしき

を持
も

たれ 

立 証
りっしょう

される御方
おかた

 

アル・ハック 御自身 الَحَْقُّ   ５１
ご じ し ん

と属性
ぞくせい

が真実
しんじつ

で

真理
しんり

なる御方
おかた

 

وَكِيْلُ  الَْ  ５２  アル・ワキール 全
すべ

てを担
にな

われる御方
おかた

 

５３    アル・カウィーユ 最 الَقَْوِيُّ
もっと

も力 強
ちからづよ

い御
お

方
かた
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نُ  الَمَْتيِْ  ５４  アル・マティーン 堅固
けんご

たる御方
おかた

 

アル・ワリーユ 信仰 الَوَْليُِّ   ５５
しんこう

するしもべを 

援助
えんじょ

される御方
おかた

 

アル・ハミードゥ 真 الَحَْمِيْدُ   ５６
しん

に称 賛
しょうさん

されるべき 

御方

おかた

 

アル・ムフスィー 御自身 الَمُْحْصِيْ   ５７
ご じ し ん

の知識
ちしき

で創造物
そうぞうぶつ

を

完全
かんぜん

に知
し

っておられる御方
おかた

 

  ئُ الَمُْبْدِ  ５８  アル・ムブディウ 全
すべ

てを創始
そうし

される御方
おかた

 

アル・ムイードゥ 全 الَمُْعِيْدُ   ５９
すべ

てを償 還
しょうかん

される御方
おかた

 

アル・ムフイー 生命 الَمُْحْييِْ   ６０

せいめい

を創造

そうぞう

される御方

おかた

 

アル・ムミートゥ 死 الَمُْمِيْتُ   ６１
し

を与
あた

えられる御方
おかた

 

アル・ハイユ 永 الَحَْيُّ   ６２ 久
えいきゅう

に生存
せいぞん

される御方
おかた

 

アル・カイユーム 永遠 الَقَْيوُّْمُ   ６３
えいえん

に自存
じぞん

され、全
すべ

てを

運営
うんえい

される御方
おかた
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アル・ワージドゥ 全 الَوَْاجِدُ   ６４
すべ

てを所持
しょじ

される御方
おかた

 

アル・マージドゥ 高貴 الَمَْاجِدُ   ６５
こうき

なる御方
おかた

 

アル・ワーヒドゥ 唯一 اَ لوَْاحِدُ  ６６
ゆいいつ

存在
そんざい

される御方
おかた

 

حَدُ الأََْ  ６７  アル・アハドゥ 他
ほか

に同
おな

じようなものはない 

唯一
ゆいいつ

無二
む に

の御方
おかた

 

مَدُ   ６８ アッ・サマドゥ 何 الَصَّ
なん

の援助
えんじょ

も必要
ひつよう

とされ

ず、自存
じぞん

される御方
おかた

 

アル・カーディル 全能 الَقَْادِرُ   ６９
ぜんのう

なる御方
おかた

 

アル・ムクタディル 全能 الَمُْقْتدَِرُ  ７０

ぜんのう

なる御方

おかた

 

مُ     ７１
ِ
الَمُْقَدّ  アル・ムカッディム 御望

おのぞ

みの事
こと

を前進
ぜんしん

させる 

御方
おかた

 

رُ   ７２
ِ
アル・ムアッヒル 御望 الَمُْؤَخّ

おのぞ

みの事
こと

を遅
おく

らせる御方
おかた

 

وَّلُ  الأََْ  ７３  アル・アウワル かれ以前
いぜん

には、何
なに

も存在
そんざい

 

しない最初
さいしょ

の御方
おかた
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アル・アーヒル かれ以後 الآَْخِرُ  ７４
い ご

には、何
なに

も存在
そんざい

 

しない最後
さいご

の御方
おかた

 

７５ 

اهِرُ     الَظَّ  
アッ・ザーヒル 創造物

そうぞうぶつ

の存在
そんざい

を通
とお

して、

ご自身
じしん

の存在
そんざい

を明
あき

らかに

される御方
おかた

 

アル・バーティン 視界 الَبْاَطِنُ   ７６
しかい

を超 越
ちょうえつ

なされた御方
おかた

 

アル・ワーリー 全 الَوَْاليِْ  ７７
すべ

てを所有
しょゆう

し、統治
とうち

され

る御方
おかた

 

الَمُْتعََالِ    ７８  アル・ムタアーリ 最
もっと

も高 尚
こうしょう

なる御方
おかた

 

الَبْرَُّ    ７９  アル・バッル 最
もっと

も慈愛
じあい

に溢
あふ

れた御
お

方
かた

 

ابُ    ８０   الَتوََّّ  アッ・タッワーブ 悔悟
かいご

を受
う

け入
い

れ( 純 粋
じゅんすい

な

状 態
じょうたい

へ戻
もど

される)御
お

方
かた

 

アル・ムンタキム 適切 اَ لمُْنتْقَِمُ   ８１
てきせつ

な罰
ばつ

をお与
あた

えになる

御方
おかた

 

アル・アフゥウ 寛容 الَعَْفوُُّ  ８２
かんよう

に赦
ゆる

される御方
おかた
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الَرَّءوُْفُ     ８３  アッ・ラウーフ 最
もっと

も哀
あわ

れみ深
ふか

い御
お

方
かた

 

مَالكُِ   ８４
  المُلكِْ 

マーリク・ル・ 

ムルキ 

全
すべ

ての主権
しゅけん

を持
も

つ御
お

方
かた

 

ذوُ     ８５
الجَْلاَلِ  
كْرَامِ   وَالإِْ

ズ・ル・ジャラーリ 

ワ・ル・イクラーミ 

尊厳
そんげん

と栄誉
えいよ

に満
み

ち、恵
めぐ

み

を与
あた

えられる御方
おかた

 

الَمُْقْسِطُ     ８６  アル・ムクスィトゥ 公正
こうせい

なる御方
おかた

 

アル・ジャーミウ (審判 الَجَْامِعُ   ８７
しんぱん

の日
ひ

に創造物
そうぞうぶつ

を)

招 集
しょうしゅう

なされる御方
おかた

 

アル・ガニーユ 満 الَغْنَِيُّ   ８８
み

ち足
た

りた御
お

方
かた

 

アル・ムグニー 富 الَمُْغْنِيْ  ８９
とみ

を与
あた

えられる御方
おかた

 

الَمَْانعُِ    ９０  アル・マーニウ 困難
こんなん

を阻止
そ し

する御方
おかた
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ارُّ    ９１ الَضَّ  アッ・ダーッル (ご自身
じしん

の叡智
えいち

で、望
のぞ

む人
ひと

に)害
がい

をもたらす御方
おかた

 

الَناَّفعُِ     ９２  アン・ナーフィウ 益
えき

を与
あた

える御方
おかた

 

) アン・ヌール الَنوُّرُ   ９３ 純 粋
じゅんすい

な) 光
ひかり

 

アル・ハーディー 最 الَهَْادِيْ  ９４
もっと

もよく 導
みちび

かれる御方
おかた

 

الَبْدَِيْعُ    ９５  アル・バディーウ 類
たぐい

まれな素晴
す ば

らしい創造
そうぞう

をなされた御方
おかた

 

الَبْاَقيِْ    ９６  アル・バーキー 一番最後
いちばんさいご

に存在
そんざい

される御方
おかた

 

الَوَْارِثُ    ９７  アル・ワーリス 全
すべ

てを継 承
けいしょう

される御方
おかた

 

الَرَّشِيْدُ    ９８  アッ・ラシードゥ 正道
せいどう

へ 導
みちび

かれる御方

おかた

 

بوُْرُ    ９９ الَصَّ  アッ・サブール 忍耐
にんたい

強
づよ

い御
お

方
かた
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 مِ الرَّحِيْ  حْمٰنِ الرَّ    ��ِ ا بِسْمِ 
 َ  العَْالمَِيْ  ِ��ِ   لحَْمْدُ ا َ ۱نَ رَبِّ      ۲ مِ لرَّحْمٰنِ الرَّحِيْ ا

يْ 
ِ
   ۴نُ إِيّاَكَ نعَْبدُُ وَإِياَّكَ نسَْتعَِيْ  ۳نِ  مَالكِِ يوَْمِ الدّ

رَاطَ المُْسْتقَِيْ اِ 
ِ
  ۶ نَ أنَْعَمْتَ عَليَْهِمْ صِرَاطَ الذَِّيْ  ۵مَ هْدِناَ الصّ

يْ غيَْرِ المَْغْضُوْ 
ِ
ّ ال  ۷نَ بِ عَليَْهِمْ وَلاَ الضَّ

 آمِيْنْ 
 

ビスミッラーヒッラフマーニッラヒーム 

(1)アルハムドリッラーヒラッビルアーラミーン 

(2)アッラフマーニッラヒーム 

(3)マーリキ ヤウミッディーン 

(4)イイヤーカ ナアブドゥ ワイイヤーカ ナスタイーン 

(5)イヒデナッスィーラータル ムスタキーム 

(6)スィラータル ラズィーナ アンアムタ アライヒム 

(7)ガイリル マグドゥービ アライヒム ワラッダーリーン 

 アーミーン 

 

 سورة الفاتحة 
1 章

しょう

 開端
かいたん

章
しょう

（アル・ファーティハ）マッカ啓示
け い じ
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翻訳
ほんやく

 

慈悲
じ ひ

あまねく慈愛
じあい

深
ぶか

きアッラーの御名
み な

において。 

(1)  万有
ばんゆう

の主
しゅ

、アッラーにこそ凡
すべ

ての称 讃
しょうさん

あれ。 

(2)  慈悲
じ ひ

あまねく慈愛
じあい

深
ぶか

き御
お

方
かた

。 

(3)  最後
さいご

の裁
さば

きの日
ひ

の主宰者
しゅさいしゃ

に。 

(4)  わたしたちはあなたにのみに崇
あが

め仕
つか

え、あなたにのみ御助
おたす

けを 

請
こ

い願
ねが

う。 

(5)  わたしたちを正
ただ

しい道
みち

に 導
みちび

きたまえ。 

(6)  あなたが御恵
おめぐ

みを下
くだ

された人々
ひとびと

の道
みち

に。 

(7)  あなたの怒
いか

りを受
う

けし者
もの

、また踏
ふ

み迷
まよ

える人々
ひとびと

の道
みち

ではなく。 
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解説
かいせつ

 

このスーラ（ 章
しょう

）では、アッラーのみ崇拝
すうはい

しアッラーにのみ 

助
たす

けを願
ねが

う事
こと

が示
しめ

されています。 

 مِ الرَّحِيْ  حْمٰنِ الرَّ    ��ِ ا بِسْمِ 
ビスミッラーヒッラフマーニッラヒーム 

ここではアッラーの９９の美名
びめい

の内
うち

の３つがあります。 

０１：「アッラー」、つまりアッラーを 表
あらわ

す 最
もっと

も特定的
とくていてき

な名
な

であ

り、全
すべ

てのものに崇拝
すうはい

されるに 値
あたい

する唯一
ゆいいつ

の御方
おかた

。 

０２：「アッ・ラフマーン」、つまり広大
こうだい

無限
むげん

なご慈悲
じ ひ

を有
ゆう

される、 

全
すべ

ての被
ひ

造物
ぞうぶつ

に対
たい

し、存在
そんざい

自体
じたい

がご慈悲
じ ひ

であられる御方
おかた

。 

０３：「アッ・ラヒーム」、つまりそのご慈悲
じ ひ

が果
は

てしなくとても深
ふか

く

無限
むげん

であり、かれの御望
おのぞ

みになられる被造物
ひぞうぶつ

や、 僕
しもべ

の内
うち

の

信仰者
しんこうしゃ

たちに公平
こうへい

にご慈悲
じ ひ

をかけられる御方
おかた

。 

 َ  العَْالمَِيْ  ِ��ِ   لحَْمْدُ ا ۱نَ رَبِّ  
(1)アルハムドゥリッラーヒラッビルアーラミーン 

 すべての称 讃
しょうさん

は唯一
ゆいいつ

の神
かみ

アッラーにあれ。アッラーだけがあらゆ 

る存在
そんざい

を創造
そうぞう

した主
しゅ

である。「アーラミーン」とは「アーラム」の

複数形
ふくすうけい

。つまり「世界
せかい

全体
ぜんたい

」の複数形
ふくすうけい

であり、アッラー以外
いがい

のあら
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ゆる宇宙
うちゅう

全体
ぜんたい

を意味
い み

しています。 

 َ    ۲مِ لرَّحْمٰنِ الرَّحِيْ ا

(2)アッラフマーニッラヒーム 

前節
ぜんせつ

に引
ひ

き続
つづ

き、アッラーへの称 讃
しょうさん

がなされています。 

يْ 
ِ
  ۳ نِ  مَالكِِ يوَْمِ الدّ

(3)マーリキヤウミッディーン 

何者
なにもの

も他者
たしゃ

に対
たい

して影 響
えいきょう

を及
およ

ぼすことのできない復活
ふっかつ

の日
ひ

におけ

る主宰者
しゅさいしゃ

であるアッラーを尊崇
そんすう

しています。 

「ヤウミッディーン（最後
さいご

の日
ひ

）」とは、復活
ふっかつ

の日
ひ

および審判
しんぱん

の日
ひ

を 

指
さ

しています。 

  ۴نُ إِياَّكَ نعَْبدُُ وَإِيّاَكَ نسَْتعَِيْ 

(4)イイヤーカナアブドゥ ワイイヤーカ ナスタイーン 

私
わたし

たちは、ただあなたのみにあらゆる種
しゅ

の崇拝
すうはい

を捧
ささ

げ、あなた

以外
いがい

に何者
なにもの

をも並
なら

べません。そしてあなたのみに対
たい

し、あらゆる

状 況
じょうきょう

からのお力添
ちからぞ

えを乞
こ

います。あらゆる善
よ

きものはあなたの御手
み て

からもたらされ、あなた以外
いがい

に真
しん

の 協 力 者
きょうりょくしゃ

はいません。 
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رَاطَ المُْسْتقَِيْ اِ 
ِ
  ۵مَ هْدِناَ الصّ

(5)イヒディナッスィーラータル ムスタキーム 

私
わたし

たちに真
ま

っ直
す

ぐで正
ただ

しい道
みち

をお示
しめ

しください。そしてそこに

私
わたし

たちを歩
あゆ

ませ、そこにしっかりと留
とど

まれるようお 導
みちび

きくださいと

いう意味
い み

です。真
ま

っ直
す

ぐな道
みち

とは、すなわちイスラームです。 

 ۶ عَليَْهِمْ نَ أنَْعَمْتَ صِرَاطَ الذَِّيْ 
يْ  

ِ
ّ ال  ۷نَ غيَْرِ المَْغْضُوبِ عَليَْهِمْ وَلاَ الضَّ

(6)スィラータルラズィーナ アンアムタアライヒム 

(7)ガイリルマグドゥービ アライヒム ワラッダーッリーン  

ここでは、真理
しんり

に基
もと

づいた行為
こうい

を 怠
おこた

り、アッラーの怒
いか

りを 被
こうむ

っ 

たユダヤ教徒
きょうと

の様
よう

にならないよう、または道
みち

から逸
そ

れたキリスト教徒
きょうと

 

のように祈願
きがん

の対 象
たいしょう

を 誤
あやま

ることのない様
よう

に、ムスリムへ注意
ちゅうい

をして

います。 

 آمِيْنْ 
アーミーン 

 礼 拝 中
れいはいちゅう

かどうかに関
かか

わらず、アル・ファーティハ(開端
かいたん

章
しょう

)を読
よ

み終
お

えた後
あと

には、「アーミーン（アッラーよ、聞
き

き届
とと

けたまえ）」と 

唱
とな

えるようにしましょう。 
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(4)  頻
しき

りに身
み

を潜
ひそ

ませて 囁
ささや

きかける者
もの

（シャイターン）の悪
あく

から。 

(5)  (それは、)人々
ひとびと

の胸
むね

に（悪
あく

を） 囁
ささや

きかける。 

(6)  ジンと人々
ひとびと

である。」 

 

解説
かいせつ

 

このスーラ（ 章
しょう

）は、１１３ 章
しょう

（アル・ファラク）とセットの 

スーラです。アル・ファラクが魔術
まじゅつ

や人間
にんげん

のハサド（嫉妬
しっと

）やアイン

（邪
じゃ

視
し

）から守
まも

ってもらえるための 章
しょう

であるのに対
たい

し、この 章
しょう

で

は唯一
ゆいいつ

の神
かみ

、全能
ぜんのう

のアッラーに頼
たよ

りつつ、人間
にんげん

の 行
おこな

いを損
そこ

ね、正
ただ

しい道
みち

から逸
そ

らそうとする人間
にんげん

とジンからなるシャイターンの悪
あく

から

身
み

を守
まも

るための祈願
きがん

の言葉
ことば

が教示
きょうじ

されています。このスーラを唱
とな

える

事
こと

によって身体的
しんたいてき

な害悪
がいあく

を防
ふせ

ぐ事
こと

ができます。 

このスーラの中
なか

で、人々
ひとびと

の主
しゅ

、人々
ひとびと

の王
おう

、人々
ひとびと

の神
かみ

と３回
かい

繰
く

り返
かえ

されているのは、「重 要
じゅうよう

」であるからです。 

預言者
よげんしゃ

ムハンマド様
さま

（       ）は、寝
ね

る前
まえ

にいつも両手
りょうて

を

あわせて、アル・イスラームとアル・ファラクとアン・ナースを 3回
かい

づつ読
よ

んで、両手
りょうて

に息
いき

を吹
ふ

きかけ、それを 体
からだ

に塗
ぬ

りつけました。 

こうすれば、すべての悪
あく

から守
まも

られます。 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 
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ら「すごい」と言
い

わずにマーシャｰアッラーと言
い

って自分
じぶん

も周
まわ

りの人
ひと

も害
がい

から守
まも

りましょう。 
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解説
かいせつ

 

このスーラ( 章
しょう

)は、「神様
かみさま

はなにか」「神様
かみさま

はどんな御方
おかた

か」が

説明
せつめい

しています。神様
かみさま

についてよく理解
りかい

したい方
かた

はこの 章
しょう

をよく

勉 強
べんきょう

して下
くだ

さい。 

また、このスーラは預言者
よげんしゃ

ムハンマド様
さま

（       ）がクラ

イシュ族
ぞく

、ユダヤ教徒
きょうと

の学者
がくしゃ

、キリスト教徒
きょうと

、多神
たしん

教徒
きょうと

が神様
かみさま

につ

いて質問
しつもん

したときに啓示
けいじ

されました。彼
かれ

らは、「 私
わたし

たちの神
かみ

は 360体
たい

いるのに、それでも 私
わたし

たちの必要
ひつよう

を満
み

たしてくれない。たった 1 つ

だけの神
かみ

で何
なに

になるのか。」または、「あなたの主
しゅ

は、どんな 形
かたち

なの

か、真 鍮
しんちゅう

か、金
きん

か、そうでないなら、何
なん

なのだ。」と質問
しつもん

しまし

た。また、ユダヤ教徒
きょうと

は言
い

いました。「あなたの主
しゅ

について教
おし

えなさ

い。かれはどんな御方
おかた

ですか。」すると、アッラーはたった４アーヤ 

(4節
せつ

)で彼
かれ

らの言
い

うことを全
すべ

て否定
ひてい

し、アッラーが唯一
ゆいいつ

であること

を証 明
しょうめい

したのです。 

この 章
しょう

は、クルアーンの三分
さんぶん

の一
いち

に相当
そうとう

します。ですから皆
みな

さん

もこのスーラをたくさん読
よ

んで沢山
たくさん

の報 奨
ほうしょう

を得
え

られるように頑張
がんば

り

ましょう。 

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 
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ら「すごい」と言
い

わずにマーシャｰアッラーと言
い

って自分
じぶん

も周
まわ

りの人
ひと

も害
がい

から守
まも

りましょう。 
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 مِ الرَّحِيْ  حْمٰنِ الرَّ    ��ِ ا بِسْمِ 
ِ  نصَْرُ  جَاءَ  إِذاَ   نِ دِيْ  فيِْ  نَ يَدْخُلوُْ  الناَّسَ  وَرَأيَْتَ  ۱  وَالفْتَحُْ  ا��
ِحْ  ۲ أفَوَْاجًا ا��ِ 

كَ  بِحَمْدِ  فسََبّ
ِ
اباً كاَنَ  إِنهَّ ج وَاسْتغَْفِرْهُ  رَبّ  ۳ توََّ

 

ビスミッラーヒッラフマーニッラヒーム 

(1)イザー ジャーアナスルッラーヒ ワルファトフ 

(2)ワラアイタンナーサ ヤドゥフルーナ フィーディーニッラーヒ アフワージャー 

(3)ファサッビフビハムディ ラッビカワスタグフィルフ インナフー カーナ タウワーバー 

 

翻訳
ほんやく

  

慈悲
じ ひ

あまねく慈愛
じあい

深
ぶか

きアッラーの御名
み な

において 

(1)  (使徒
し と

よ、)アッラーの援助
えんじょ

と勝利
しょうり

が到来
とうらい

し、 

(2)  人々
ひとびと

が、次々
つぎつぎ

と集 団
しゅうだん

でアッラーの教
おし

え(イスラーム)に入
はい

るのを

見
み

たならば、 

(3)  あなたの主
しゅ

の称 讃
しょうさん

と共
とも

に(かれを)称
たた

え、かれにお赦
ゆる

しを乞
こ

え。

 سورة  النصّر 
スーラトゥン ナスル 

110 章
しょう

 援
えん

 助
じょ

章
しょう

（アン・ナスル）マディーナ啓示
け い じ
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 مِ الرَّحِيْ  حْمٰنِ الرَّ    ��ِ ا بِسْمِ 
ِ  نصَْرُ  جَاءَ  إِذاَ   نِ دِيْ  فيِْ  نَ يَدْخُلوُْ  الناَّسَ  وَرَأيَْتَ  ۱  وَالفْتَحُْ  ا��
ِحْ  ۲ أفَوَْاجًا ا��ِ 

كَ  بِحَمْدِ  فسََبّ
ِ
اباً كاَنَ  إِنهَّ ج وَاسْتغَْفِرْهُ  رَبّ  ۳ توََّ
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翻訳
ほんやく

  

慈悲
じ ひ

あまねく慈愛
じあい

深
ぶか

きアッラーの御名
み な

において 

(1)  (使徒
し と

よ、)アッラーの援助
えんじょ

と勝利
しょうり

が到来
とうらい

し、 

(2)  人々
ひとびと

が、次々
つぎつぎ

と集 団
しゅうだん

でアッラーの教
おし

え(イスラーム)に入
はい

るのを

見
み

たならば、 

(3)  あなたの主
しゅ

の称 讃
しょうさん

と共
とも

に(かれを)称
たた

え、かれにお赦
ゆる

しを乞
こ

え。

 سورة  النصّر 
スーラトゥン ナスル 

110 章
しょう

 援
えん

 助
じょ

章
しょう

（アン・ナスル）マディーナ啓示
け い じ

 



57 

 

をしてしまったら赦
ゆる

していただくようにお祈
いの

りをしなければなりま 

せん。 
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 مِ الرَّحِيْ  حْمٰنِ الرَّ    ��ِ ا بِسْمِ 
بُ  الذَِّيْ  أرََأيَْتَ 

ِ
ينِ  يكَُذّ

ِ
ُ  الذَِّيْ  فذَٰلكَِ  ۱   بِالدّ   وَلاَ  ۲ اليْتَيِْمَ  يَدُعّ

يْنَ  فوََيْلٌ  ۳ المِْسْكِيْنِ  طَعَامِ  ىعَلٰ  يحَُضُّ 
ِ
ّ لمُْصَل

ِ
ّ   عنَْ  هُمْ  الذَِّيْنَ  ۴ ل

 ۷ المَْاعوُْنَ  وَيَمْنعَُوْنَ  ۶ ءوُْنَ آيرَُ  هُمْ  الذَِّيْنَ  ۵ سَاهوُْنَ  صَلاَتهِِمْ 
 

ビスミッラーヒッラフマーニッラヒーム 

(1)アラアイタッラズィー ユカッズィブ ビッディーン 

(2)ファザーリカッラズィー ヤドゥッウル ヤティーム 

(3)ワラー ヤフッドゥアラー タアーミル ミスキーン 

(4)ファワイルッリル ムサッリーン 

(5)アッラズィーナフム アンサラーティヒム サーフーン 

(6)アッラズィーナフム ユラーウーン(7)ワヤムナウーナル マーウーン 

翻訳
ほんやく

 

慈悲
じ ひ

あまねく慈愛
じあい

深
ぶか

きアッラーの御名
み な

において 

(1)  言
い

ってみよ、(復活
ふっかつ

と)報
むく

いを嘘
うそ

とする者
もの

(について)。 

 سورة  الماعون 
スーラトゥル マーウーン 

107 章
しょう

 慈
じ

 善
ぜん

章
しょう

（アル・マーウーン）マッカ啓示
け い じ
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(2)  それは孤児
こ じ

を(その権利
けんり

から)押
お

しやり、 

(3)  貧者
ひんじゃ

たちに食
た

べ物
もの

を 施
ほどこ

すことを勧
すす

めない者
もの

。 

(4)  災
わざわ

いあれ、礼拝者
れいはいしゃ

たち(ではあっても)、 

(5)  自分
じぶん

たちの礼拝
れいはい

を、おろそかにする者
もの

たち。 

(6)  見
み

せびらかしで(善行
ぜんこう

を) 行
おこな

い、 

(7)  手助
てだす

けを 妨
さまた

げる者
もの

たちに。 

 

解説
かいせつ

 

このスーラ( 章
しょう

)では、最初
さいしょ

に「審判
しんぱん

を嘘
うそ

であるとする者
もの

をみたか。」 

とアッラーによる質問
しつもん

から入
はい

っています。審判
しんぱん

を嘘
うそ

であるとする者
もの

とは、つまりイスラームの教
おし

えを 心
こころ

から信
しん

じていない者
もの

の事
こと

です。 

アッラーは第
だい

２アーヤ(節
せつ

)から、その審判
しんぱん

の日
ひ

を嘘
うそ

であるとする者
もの

に

ついて詳
くわ

しく説明
せつめい

しています。 

1 つ目
め

は、両 親
りょうしん

のいない子供
こども

に手荒
てあら

くする者
もの

。 

2 つ目
め

は、貧
まず

しい人
ひと

に食
た

べ物
もの

を与
あた

えない人
ひと

。 

3 つ目
め

は、礼拝
れいはい

を 行
おこな

うが、時間
じかん

に不注意
ふちゅうい

な人
ひと

。 

4 つ目
め

は、人
ひと

に見
み

られるために礼拝
れいはい

をする人
ひと

。 

5 つ目
め

は、良
よ

い 行
おこな

いを 断
ことわ

る人
ひと

。 
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いを 断
ことわ

る人
ひと
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(2)  私
わたし

は、あなた方
がた

の崇拝
すうはい

するものを崇拝
すうはい

せず、 

(3)  あなた方
がた

は、 私
わたし

の崇 拝
すうはい

するもの(アッラー)の崇 拝 者
すうはいしゃ

ではない。 

(4)  また、 私
わたし

はあなた方
がた

が崇拝
すうはい

したものの崇拝者
すうはいしゃ

ではなく、 

(5)  あなた方
がた

は、 私
わたし

の崇拝
すうはい

するものの崇拝者
すうはいしゃ

ではない。 

(6)  あなた方
がた

にはあなた方
がた

の 宗 教
しゅうきょう

があり、 私
わたし

には 私
わたし

の 宗 教
しゅうきょう

が

ある。」 

解説
かいせつ

 

このスーラ( 章
しょう

)では、イスラームから見
み

た他
た

の 宗 教
しゅうきょう

への態度
たいど

が

示
しめ

されています。イスラームは正
ただ

しくて真実
しんじつ

なのです。だからといっ

て他
ほか

の 宗 教
しゅうきょう

の人
ひと

の事
こと

をバカにしてはいけないという意味
い み

が含
ふく

まれ

ています。 

また、この 章
しょう

は、預言者
よげんしゃ

様
さま

（       ）の親戚
しんせき

の人
ひと

や知
し

り

合
あ

いが、「 私
わたし

たちの神々
かみがみ

をあなたも崇拝
すうはい

しなさい。そうすれば、 私
わたし

たちもあなたの唯一
ゆいいつ

の神
かみ

を崇拝
すうはい

します。」と言
い

った時
とき

に、アッラーか

ら啓示
けいじ

されたのです。 

 

 

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 
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解説
かいせつ

 

このスーラ( 章
しょう

)は、クルアーンの中
なか

で一番
いちばん

短
みじか

い 章
しょう

です。カウサル

とは天国
てんごく

にある川
かわ

の 源
みなもと

です。 

この 章
しょう

はムハンマド様
さま

(       )の子供
こども

がなくなった時
とき

に、

悪意
あくい

をもったアース・イブン・ワーイルが、預言者
よげんしゃ

様
さま

(       )

の事
こと

を悪
わる

くいった事
こと

に対
たい

してのアッラーからの啓示
けいじ

です。「将 来
しょうらい

の

希望
きぼう

を断
た

たれるであろう。」とは、預言者
よげんしゃ

様
さま

(       )の事
こと

を

憎悪
ぞうお

する人
ひと

のほうこそ、将 来
しょうらい

の希望
きぼう

、つまり子孫
しそん

がいなくなってし

まうだろうという意味
い み

です。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 
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(6)アッラズィーナフム ユラーウーン(7)ワヤムナウーナル マーウーン 

翻訳
ほんやく

 

慈悲
じ ひ

あまねく慈愛
じあい

深
ぶか

きアッラーの御名
み な

において 

(1)  言
い

ってみよ、(復活
ふっかつ

と)報
むく

いを嘘
うそ

とする者
もの

(について)。 

 سورة  الماعون 
スーラトゥル マーウーン 

107 章
しょう

 慈
じ

 善
ぜん

章
しょう

（アル・マーウーン）マッカ啓示
け い じ

 



64 

 

この 章
しょう

で、 私
わたし

たちが勉 強
べんきょう

するのは、両 親
りょうしん

のいない子供
こども

には親切
しんせつ

に

し、お腹
なか

のすいている人
ひと

には食
た

べ物
もの

を与
あた

え、時間
じかん

通
どお

りにアッラーのため

に礼拝
れいはい

をし、ちゃんと善
よ

い 行
おこな

いをする事
こと

を学
まな

ぶべきです。 
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(2)  それは孤児
こ じ

を(その権利
けんり

から)押
お

しやり、 

(3)  貧者
ひんじゃ

たちに食
た

べ物
もの

を 施
ほどこ

すことを勧
すす

めない者
もの

。 

(4)  災
わざわ

いあれ、礼拝者
れいはいしゃ

たち(ではあっても)、 

(5)  自分
じぶん

たちの礼拝
れいはい

を、おろそかにする者
もの

たち。 

(6)  見
み

せびらかしで(善行
ぜんこう

を) 行
おこな

い、 

(7)  手助
てだす

けを 妨
さまた

げる者
もの

たちに。 

 

解説
かいせつ

 

このスーラ( 章
しょう

)では、最初
さいしょ

に「審判
しんぱん

を嘘
うそ

であるとする者
もの

をみたか。」 

とアッラーによる質問
しつもん

から入
はい

っています。審判
しんぱん

を嘘
うそ

であるとする者
もの

とは、つまりイスラームの教
おし

えを 心
こころ

から信
しん

じていない者
もの

の事
こと

です。 

アッラーは第
だい

２アーヤ(節
せつ

)から、その審判
しんぱん

の日
ひ

を嘘
うそ

であるとする者
もの

に

ついて詳
くわ

しく説明
せつめい

しています。 

1 つ目
め

は、両 親
りょうしん

のいない子供
こども

に手荒
てあら

くする者
もの

。 

2 つ目
め

は、貧
まず

しい人
ひと

に食
た

べ物
もの

を与
あた

えない人
ひと

。 

3 つ目
め

は、礼拝
れいはい

を 行
おこな

うが、時間
じかん

に不注意
ふちゅうい

な人
ひと

。 

4 つ目
め

は、人
ひと

に見
み

られるために礼拝
れいはい

をする人
ひと

。 

5 つ目
め

は、良
よ

い 行
おこな

いを 断
ことわ

る人
ひと

。 
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。 

(4)  災
わざわ

いあれ、礼拝者
れいはいしゃ

たち(ではあっても)、 

(5)  自分
じぶん

たちの礼拝
れいはい

を、おろそかにする者
もの

たち。 
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けを 妨
さまた

げる者
もの
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解説
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しんぱん

を嘘
うそ

であるとする者
もの

をみたか。」 

とアッラーによる質問
しつもん

から入
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っています。審判
しんぱん

を嘘
うそ

であるとする者
もの

とは、つまりイスラームの教
おし

えを 心
こころ

から信
しん

じていない者
もの

の事
こと

です。 

アッラーは第
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２アーヤ(節
せつ

)から、その審判
しんぱん

の日
ひ

を嘘
うそ

であるとする者
もの

に

ついて詳
くわ

しく説明
せつめい

しています。 

1 つ目
め

は、両 親
りょうしん

のいない子供
こども

に手荒
てあら

くする者
もの

。 

2 つ目
め

は、貧
まず

しい人
ひと

に食
た

べ物
もの

を与
あた

えない人
ひと

。 

3 つ目
め

は、礼拝
れいはい

を 行
おこな

うが、時間
じかん

に不注意
ふちゅうい

な人
ひと

。 

4 つ目
め

は、人
ひと

に見
み

られるために礼拝
れいはい

をする人
ひと

。 

5 つ目
め

は、良
よ

い 行
おこな

いを 断
ことわ

る人
ひと

。 
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(4)  空腹
くうふく

ゆえに食
た

べ物
もの

を彼
かれ

らにお授
さず

けになり、彼
かれ

らを恐怖
きょうふ

から安
やす

ら

げて下
くだ

さったお方
かた

を。 

 

解説
かいせつ

 

このスーラ( 章
しょう

)は、105 章
しょう

象
ぞう

章
しょう

からの続
つづ

きです。 

預言者
よげんしゃ

ムハンマド様
さま

（       )の事
こと

を迫害
はくがい

し、アッラー以外
いがい

のものを信仰
しんこう

していた。クライシュ族
ぞく

は、もともとカアバ聖
せい

殿
でん

を管理
かんり

していました。そして、マッカを中 心
ちゅうしん

に、シリア、イエメンなどの

周
まわ

りの国
くに

と、春 夏 秋 冬
しゅんかしゅうとう

貿易
ぼうえき

してたくさんの利益
りえき

を得
え

ていたのです。 

第
だい

3 アーヤ(節
せつ

)に出
で

てくる聖
せい

殿
でん

の主
しゅ

とは、アッラーの事
こと

です。 

そして(アブラハが攻
せ

めてきたという)恐
おそ

れに対
たい

してそれを除
のぞ

く事
こと

がで

きるのもアッラーの恩恵
おんけい

です。 

クライシュ族
ぞく

の多神
たしん

教徒
きょうと

は、本当
ほんとう

にマッカの事
こと

が好
す

きで、その 

マッカのお陰
かげ

で安全
あんぜん

な暮
く

らしが保障され、貿易
ぼうえき

で生活
せいかつ

が成
な

り立
た

って

いるならば、唯一
ゆいいつ

の神
かみ

であるアッラーを信
しん

じ、その啓示
けいじ

を受
う

け入
い

れる

べきなのです。 

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 
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(2)  それは孤児
こ じ
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もの
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)では、最初
さいしょ

に「審判
しんぱん

を嘘
うそ

であるとする者
もの

をみたか。」 

とアッラーによる質問
しつもん

から入
はい

っています。審判
しんぱん

を嘘
うそ

であるとする者
もの

とは、つまりイスラームの教
おし

えを 心
こころ

から信
しん

じていない者
もの

の事
こと

です。 

アッラーは第
だい

２アーヤ(節
せつ

)から、その審判
しんぱん

の日
ひ

を嘘
うそ

であるとする者
もの

に

ついて詳
くわ

しく説明
せつめい

しています。 

1 つ目
め

は、両 親
りょうしん

のいない子供
こども

に手荒
てあら

くする者
もの

。 

2 つ目
め

は、貧
まず

しい人
ひと

に食
た

べ物
もの

を与
あた

えない人
ひと

。 

3 つ目
め

は、礼拝
れいはい

を 行
おこな

うが、時間
じかん

に不注意
ふちゅうい

な人
ひと

。 

4 つ目
め

は、人
ひと

に見
み

られるために礼拝
れいはい

をする人
ひと

。 

5 つ目
め

は、良
よ

い 行
おこな

いを 断
ことわ

る人
ひと

。 
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になさったのか、知
し

らなかったのか。 

(2)  かれは彼
かれ

らの策 略
さくりゃく

を、無
む

に帰
き

させられたのではなかったか。 

(3)  そして、かれは彼
かれ

らに、大群
たいぐん

をなす鳥
とり

たちを遣
つか

わされたのだ。 

(4)  彼
かれ

らに、泥土
でいど

からなる石
いし

を落下
らっか

させる(鳥
とり

たちを)。 

(5)  それで、かれは、彼
かれ

らを食
く

い散
ち

らかされた枯葉
かれは

のようになさった  

のだ。 

 

解説
かいせつ

 

このスーラ( 章
しょう

)で書
か

かれている時代
じだい

、アラビア半島
はんとう

南部
なんぶ

には、イエ

メンというキリスト 教
きょう

の国
くに

があり、王
おう

の名前
なまえ

はアブラハでした。彼
かれ

はマッカのカアバ聖
せい

殿
でん

を破壊
はかい

する為
ため

に、大
おお

きな象
ぞう

に乗
の

ってマッカを攻
せ

めてきました。それに対
たい

し、アッラーは、アバービールという沢山
たくさん

の

鳥
とり

を送
おく

って、アブラハの軍隊
ぐんたい

を攻撃
こうげき

しました。その時
とき

、アバービー

ルはレンズ豆
まめ

よりも大
おお

きく、ヒヨコ豆
まめ

よりは小
ちい

さい石
いし

を象
ぞう

や軍隊
ぐんたい

に

投
な

げつけたのですが、その石
いし

は敵
てき

の身体
しんたい

を貫通
かんつう

し、地面
じめん

に到達
とうたつ

した

と言
い

われています。この出来事
で き ご と

は預言者
よげんしゃ

様
さま

（       ）が生
う

ま

れる 50日前
にちまえ

の出来事
で き ご と

でした。 

この 章
しょう

が啓示
けいじ

されたのは、預言者
よげんしゃ

様
さま

（       ）のことを迫 害
はくがい

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 
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するマッカにいた多
た

神 教
しんきょう

徒
と

への警 告
けいこく

です。 

私
わたし

たちは、この 章
しょう

を通
つう

じて、様 々
さまざま

なことを学
まな

ぶべきです。そしてど

れだけ沢 山
たくさん

の軍 隊
ぐんたい

や兵器
へいき

でアッラーに勝
か

とうと思
おも

っても、それは絶 対
ぜったい

に

叶
かな

わないことです。 
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この 章
しょう

で、 私
わたし

たちが勉 強
べんきょう

するのは、両 親
りょうしん

のいない子供
こども

には親切
しんせつ

に

し、お腹
なか

のすいている人
ひと

には食
た

べ物
もの

を与
あた

え、時間
じかん

通
どお

りにアッラーのため

に礼拝
れいはい

をし、ちゃんと善
よ

い 行
おこな

いをする事
こと

を学
まな

ぶべきです。 
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 ‘  ‘ 

 

 

 
 

 

 

預言者
よげんしゃ

ムハンマド様
さま

(（       ）の言葉
こ と ば

と 行
おこな

いと

沈黙
ちんもく

(預言者
よげんしゃ

様
さま

の前
まえ

にいる仲間
な か ま

の一人
ひ と り

の言葉
こ と ば

や行動
こうどう

に対
たい

する

預言者様
よげんしゃさま

の沈黙
ちんもく

)または同意
ど う い

はハディースと呼
よ

ばれています。 

預言者
よげんしゃ

ムハンマド様
さま

(       )は言
い

いました。 

رَ   ُ ا " نضََّ غَه   ◌ٰ حَدِيْثاً فحََفِظَه حَتىّ امْرَأً سَمِعَ مِناَّ     ��
ِ
ّ  (رَوَاهُ ابَوُْداَوُدَ) "   يبُلَ

ナッダラッラーフムラアン サミアミンナーハディーサン 

ファハフィザフー ハッター ユバッリガフ 

「私
わたし

(預言者
よ げ ん し ゃ

ムハンマド様
さま

)からハディースを聞
き

いた人
ひと

が暗記
あ ん き

し、それを(他
ほか

の信者
しんじゃ

達
たち

に)知
し

らせるまで、 

アッラーが彼
かれ

を祝福
しゅくふく

してくださいますように。」 

(アブーダーウード) 

 

 الحديث
ハディース 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
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1 

ُ    لُ  االلهِ قاَلَ   رَسُوْ   هِ  وَ سَلمََّ : عَليَْ    صَلىَّ االله
カーララスールッラーヒ サッラッラーフ アライヒ ワッサラム 

預言者
よげんしゃ

ムハンマド様
さま

（      ）は、言
い

いました。 

  ةِ أَ ادَ خَمْسٍ: شَهَ   ى عَلٰ مُ  لاَ سْ الإِْ   بنُِيَ  ُ اِلٰهَ إلاَّ نْ لاَّ ا  مَّدً نَّ محَُ أَ ، وَ  االله
لاَ قَ إِ ،  وَ لُ  االلهِ رَّسُوْ  كَ تَ يْ إِ ةِ، وَ امِ الصَّ ، وَ الْ اةِ، وَ اءِ الزَّ

ِ
مِ  صَوْ   حَجّ

 مٌ) لِ مسُْ وَ   يُّ ارِ اهُ البخَُ ( رَوَ انَ ضَ رَمَ 
ブニヤルイスラーム アラーハムシー シャハーダティ アンラーイラーハイッラッラーフ 

ワ アンナ ムハンマダンラスールッラーヒ ワイカーミッサラーティ ワイータイッザカーティ 

ワルハッジ ワサウミラマダーナ 

 

 

 ركان الاسلاما
アルカーヌル イスラーム 

イスラームの柱

はしら

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
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イスラームは、5 つの柱
はしら

の上
うえ

に建
た

てられています。 

アッラーの他
ほか

に神
かみ

(崇拝
すうはい

するもの)はなく、ムハンマド様
さま

（       ）は、アッラーの使徒
し と

であることを証 言
しょうげん

す

ること。 

サラート(礼拝
れいはい

)を捧
さ さ

げること。 

ザカート(定
さだ

めの喜捨
き し ゃ

)を支払
し は ら

うこと。 

ハッジ(大巡礼
だいじゅんれい

)をすること。 

ラマダーン月
づき

のサウム(斎戒
さいかい

)をすること。(アル＝ブハーリー、ムスリム) 

すべての信者
しんじゃ

が生 涯
しょうがい

を通
とお

して 行
おこな

う義務
ぎ む

である 5 つの重 要
じゅうよう

な慣行
かんこう

があります。これらの慣行
かんこう

は、イスラム教徒
きょうと

の生活
せいかつ

の

基盤
き ば ん

を形成
けいせい

するため、 柱
はしら

と呼
よ

ばれます。5 つの 柱
はしら

は、シャハ

ーダ(証 言
しょうげん

)、礼拝
れいはい

、喜捨
き し ゃ

、斎戒
さいかい

、巡 礼
じゅんれい

です。 

 

 

 

 

 

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
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1 

清
きよ

め 

يْمَانِ   مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ اَ لطُّهُوْرُ شَطْرُ الإِْ
アットゥフール シャトゥルル イーマーン 

「清
きよ

めはイーマーンの半分
はんぶん

です。」(ムスリム) 

アッラーは 心
こころ

を清
きよ

めることと同
おな

じに汚
よご

れを清
きよ

めることも 

命
めい

じられています。 

 

2 

ミスワーク 

وَاكُ مَطْهَرَةٌ   َ ( رَوَ ،   مَرْضَاةٌ للرَّبِّ للفَْمِ اَ لسِّ  ) حْمَدُ اهُ ا
アッスィワーク マトハラトゥッリルファミ マルダートゥッリッラッビ 

 صالحةعمال الالا
アル アマルル サーリハ 

善行
ぜ ん こ う
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2 

最良
さいりょう

のズィクル 

 ُ  االله كْرِ لاَ اِلٰهَ اِلاَّ
ِ
 اهُ ال ( رَوَ    افَضَْلُ الذّ

ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ
アフダルッズィクリ ラーイラーハイッラッラーフ 

「あらゆるズィクル(唱
しょう

念
ねん

)の中
なか

で最良
さいりょう

のズィクルとは

“ラーイラーハ イッラッラー”です。」 

(アッ＝ティルミズィー) 

「ラーイラーハ イッラッラー」がタウヒード(一
ひと

つの神
かみ

を信
しん

じる事
こと

)

のカリマ（言葉
ことば

）です。タウヒードの言葉
ことば

はイスラームの基礎
き そ

です。 

タウヒードという言葉
ことば

はイスラームへの入
い

り口
ぐち

であり、彼
かれ

がそれを口
くち

に出
だ

し、その 心
こころ

によって信
しん

じていなければなりません。 
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3 

サラート 

لاَ  َ ( رَوَ   ةُ عمَُوْدُ الدِّيْنِ اَ لصَّ  )  بوُْنعَُيْمٍ اهُ ا
アッサラート アムードゥッディーン 

「礼拝
れいはい

はディーン(イスラームの教
おし

え)の柱
はしら

です。」 
(アブーヌアイム) 

礼拝
れいはい

はアッラーと私 達
わたしたち

をつなぐ 絆
きずな

です。 

 

4 

天国
てんごく

の鍵
かぎ

 

لاَةُ   اهُ ال ( رَوَ مِفْتاَحُ الجَْنةَِّ الصَّ
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

ミフターフルジャンナティ アッサラートゥ 

「天国
てんごく

の鍵
かぎ

とは礼拝
れいはい

です。」 
(アッ＝ティルミズィー) 

天国
てんごく

には 8
やっ

つの 扉
とびら

があり、それらは閉
と

じられています。その 扉
とびら

の

を開
あ

ける鍵
かぎ

は 1日
にち

5回
かい

の礼拝
れいはい

をすることです。 
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5 

ザカート 

) خُزَيْمَةَ   ابْنُ اهُ  ( رَوَ شَرَّه   عنَكَْ   أذَهََبْتَ   فقََدْ   مَالكَِ   زكَاَةَ   أدَيَّْتَ   إِذاَ   
イザーアッダイタ ザカーマーリカ ファカドゥ アズハブタ アンカシャッラフ 

 

「あなたが自分
じ ぶ ん

の富
とみ

からザカート(喜捨
き し ゃ

)を支払
し は ら

うと

き、それはあなたの富
とみ

の悪
あく

を取
と

り除
のぞ

きます。」 
(イブヌフザイマ) 

ザカート(喜捨
きしゃ

)とは、お金
かね

を貧
まず

しい人
ひと

にあげることでそのお金
かね

の悪
あく

を

取
と

り除
のぞ

き、貧
まず

しい人
ひと

を助
たす

けることができます。お金
かね

はアッラーからの

贈
おく

り物
もの

とされているので、彼
かれ

がザカートでお金
かね

を使
つか

い、貧
まず

しい人
ひと

を

助
たす

け、それを正当
せいとう

に必要
ひつよう

な事
こと

に使
つか

うなら、彼
かれ

は地獄
じごく

の罰
ばつ

から救
すく

われ

るでしょう。そうでなければ、彼
かれ

はそれを罪深
つみぶか

い事
こと

に使
つか

って地獄
じごく

に行
い

くでしょう。 
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6 

ラマダーンのサウム（斎戒
さいかい

） 

مَ  مِنْ      احْتسَِاباً ،  غفُرَِ  لهَ  مَا  تقََدَّ مَنْ  صَامَ   رَمَضَانَ  إِيْمَاناً  وَّ
 مٌ) لِ مسُْ وَ   يُّ ارِ اهُ البخَُ ( رَوَ   ذَنۢبِْهٖ 

マンサーマラマダーナ イーマーナン ワフティサーバン グフィララフ 

 マータカッダマ ミンザンビヒ 

「誰
だれ

でもラマダーン月
づき

に、信仰
しんこう

と報奨
ほうしょう

への期待
き た い

を 

持
も

って断
だん

食
じき

した者
もの

は、以前
い ぜ ん

の罪
つみ

を許
ゆる

されます。」 
(アル＝ブハーリー、ムスリム) 

ラマダン月
づき

はイスラム暦
れき

(太陰暦
たいいんれき

)の９か月目
げつめ

であり、イスラム教徒
きょうと

の

間
あいだ

で特別
とくべつ

な月
つき

と見
み

なされ、イスラム 教
きょう

の 柱
はしら

の１つであるサウム

(斎戒
さいかい

)をする月
つき

です。 

ラマダン期間中
きかんちゅう

、信者
しんじゃ

(病気
びょうき

等
など

理由
りゆう

ある人
ひと

を除
のぞ

く)は飲 食
いんしょく

を控
ひか

えま

す。 
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ハッジ 

 َ  الجَْنةََّ   ا  المَْبْرُوْرُ ليَْسَ لهَ جَزَاءٌ إِلاَّ َ ( رَوَ لحَْجُّ  ) حْمَدُ اهُ ا
アルハッジュル マブルール ライサラフー 

 ジャザーウン イッラルジャンナタ 

「良
よ

いハッジ（大巡礼
だいじゅんれい

）の報奨
ほうしょう

とは、天国
てんごく

以外
い が い

の 

何物
なにもの

でもありません。」(アフマド) 

良
よ

いハッジとは、正
ただ

しいニーヤ(意図
い と

)を持
も

ちアッラーの使徒
し と

（       ）の方法
ほうほう

で 行
おこな

ったものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
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1 

清
きよ

め 

يْمَانِ   مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ اَ لطُّهُوْرُ شَطْرُ الإِْ
アットゥフール シャトゥルル イーマーン 

「清
きよ

めはイーマーンの半分
はんぶん

です。」(ムスリム) 

アッラーは 心
こころ

を清
きよ

めることと同
おな

じに汚
よご

れを清
きよ

めることも 

命
めい

じられています。 

 

2 

ミスワーク 

وَاكُ مَطْهَرَةٌ   َ ( رَوَ ،   مَرْضَاةٌ للرَّبِّ للفَْمِ اَ لسِّ  ) حْمَدُ اهُ ا
アッスィワーク マトハラトゥッリルファミ マルダートゥッリッラッビ 

 صالحةعمال الالا
アル アマルル サーリハ 

善行
ぜ ん こ う

 



81 

 

「ミスワークは口
くち

を清
きよ

め、アッラーのお喜
よろこ

びを 

もたらすものです。」(アフマド) 

ミスワーク(木
き

の歯
は

ブラシ)は口
くち

を浄化
じょうか

する手段
しゅだん

であり、アッラーは

清潔
せいけつ

さを愛
あい

し、それは預言者
よげんしゃ

ムハンマド様
さま

(       )のスンナ

であり、アッラーはミスワーク(木
き

の歯
は

ブラシ)で口
くち

を浄化
じょうか

する者
もの

をお

喜
よろこ

びになります。 

 

3 

隠
かく

れたサダカ 

   تطُْفِئُ   غضََبَ  الرَّبِّ  رِّ  )   برََانيُِّ الطَّ اهُ  ( رَوَ صَدَقةَُ  السِّ
サダカトゥッスィッリ トゥトィウ ガダバッラッビ 

「こっそりとサダカすることは、アッラーの怒
いか

りを 

静
しず

めます。」(アッタバラニー) 

人
ひと

にみせびらかしたり、自分
じぶん

の名声
めいせい

の為
ため

に 施
ほどこ

しをするのではなく、

アッラーの為
ため

にすれば罪
つみ

や病気
びょうき

から守
まも

られます。 

 

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
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4 

善
よ

い勧
すす

め 

ا   اِنَّ   اهُ ال ( رَوَ ◌ٖ عَلىَ الخَْيْرِ كفََاعِلِه   لَّ الَدَّ
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

インナッダーッラ アラルハイリ カファーイリヒー 

「まことに誰
だれ

でも善
よ

い事
こと

に導
みちび

く人
ひと

には善
よ

い事
こと

を行
おこな

う

人
ひと

と同
おな

じ報奨
ほうしょう

が与
あた

えられます。」(アッ＝ティルミズィー) 

善
よ

い事
こと

を教
おし

える人
ひと

は、善
よ

い事
こと

を 行
おこな

う人の助
たす

けになるからです。 

 

5 

イフタール 

رَ صَائِمًا كاَنَ لهَ مِثلُْ أجَْرِه مَنْ    اهُ ال ( رَوَ ◌ٖ فطََّ
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

マン ファッタラ サーイマンカーナラフ ミスル アジュリヒ 

「断食
だんじき

をした人
ひと

に、イフタール(断食
だんじき

開
びら

き)を施
ほどこ

す人
ひと

に

は、断食
だんじき

をした人
ひと

のような報奨
ほうしょう

が与
あた

えられます。」 
(アッ＝ティルミズィー) 

断食
だんじき

をしている人
ひと

に食事
しょくじ

を準備
じゅんび

する事
こと

は、信者
しんじゃ

の 間
あいだ

で愛
あい

と連帯
れんたい

を

生
う

み出
だ

すからです。 
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6 

一番
いちばん

愛
あい

される行
おこな

い 

 الأَْ  َ   ��ِ ا عْمَالِ إِلىَ  أحََبُّ  مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ أدَْوَمُهَا وَإِنْ قلَّ
アハッブルアアマーリ イラッラーヒ アドゥワムハー ワインカッラ 

「アッラーに一番
いちばん

愛
あい

される行
おこな

いとは、たとえそれが 

少
すこ

しであっても、続
つづ

けて行
おこな

われたものです。」 
(ムスリム) 

全能
ぜんのう

のアッラーへの 最
もっと

も愛
あい

される行為
こうい

は、たとえそれが小
ちい

さくても

一定
いってい

であるということです。それを続
つづ

けることは、ある時点
じてん

でそれを

やめるよりもアッラーに愛
あい

されます。 
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に行
い

く人々
ひとびと

もまた、アッラーに愛
あい

されます。 

 

7 

ドゥアー 

 َ  العِْباَدةَِ ا  اهُ ال ( رَوَ لدُّعَاءُ مخُُّ
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

アッドゥアーウ ムッフル イバーダ 

「ドゥアーは崇拝
すうはい

の本質
ほんしつ

です。」(アッ＝ティルミズィー) 

ドゥアーは求
もと

めることを意味
い み

します。ドゥアーは崇拝
すうはい

の本質
ほんしつ

であり、

イスラームでは崇拝
すうはい

はアッラーにのみ 行
おこな

われるので、何
なに

かを求
もと

めな

ければならないときはいつでもアッラーにのみ求
もと

めます。 
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1 

 両親
りょうしん

 

 فيِْ رِضَا الوَْالدِِ   اهُ ال ( رَوَ رِضَا الرَّبِّ
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ
リダッラッビ フィーリダルワーリディ 

「アッラーのご満悦
まんえつ

は両親
りょうしん

のご満悦
まんえつ

にあります。」 
(アッ＝ティルミズィー) 

このハディースは、アッラーが彼
かれ

の御喜
およろこ

びを両 親
りょうしん

の 喜
よろこ

び(彼
かれ

らの

子供
こども

と一緒
いっしょ

に)に結
むす

びつけ、アッラーの不快感
ふかいかん

を彼
かれ

らの両 親
りょうしん

の不快感
ふかいかん

に結
むす

びつけたと述
の

べています。ですから、両 親
りょうしん

を 喜
よろこ

ばせる者
もの

は 

アッラーを 喜
よろこ

ばせ、両 親
りょうしん

を不快
ふかい

にさせる者
もの

はアッラーを不快
ふかい

にさせ

ます。 

 

 

 

 الأداب الاسلامية
アル アーダーブル イスラーミーヤ 

イスラームのマナー 
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2 

親切
しんせつ

 

ُ  ا لاَ يَرْحَمُ    يَرْحَمُ الناَّسَ ��  ) يُّ ارِ اهُ البخَُ ( رَوَ مَنْ لاَّ
ラーヤルハムッラーフ マンラーヤルハムンナーサ 

「人々
ひとびと

に慈悲
じ ひ

を示
しめ

さない人
ひと

には、アッラーも慈悲
じ ひ

を 

示
しめ

されません。」(アル＝ブハーリー) 

信者
しんじゃ

に憐
あわ

れみのない者
もの

にアッラーは彼
かれ

を憐
あわ

れみません。創造
そうぞう

に対
たい

す

る人間
にんげん

の慈悲
じ ひ

は、アッラーの慈悲
じ ひ

を得
え

る最大
さいだい

の理由
りゆう

の１つです。 

アッラーの使徒
し と

（       ）が別
べつ

のハディースで言
い

ったよう

に、「慈悲
じ ひ

深
ぶか

い人
ひと

には、 最
もっと

も慈
じひ

悲
ひ

深
ぶか

いお方
かた

によって慈悲
じ ひ

を示
しめ

されま

す。 

地 球 上
ちきゅうじょう

の人々
ひとびと

に慈悲
じ ひ

を与
あた

えなさい。そうすればアッラーはあなたに

慈悲
じ ひ

を与
あた

えられるでしょう。」 

 

 

 

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 



91 

 

 

 
 
 
 

 

 

クルアーンの読 誦
どくしょう

には、多
おお

くの利点
り て ん

があります。クルアーン

を読 誦
どくしょう

すれば困難
こんなん

から救
すく

われます。天使
て ん し

達
たち

はその人
ひと

のために

慈悲
じ ひ

を祈
いの

ります。 

※読誦
どく し ょ う

とは声
こ え

を出
だ

して読
よ

む事
こ と

 

1 

スーラトゥル・ファーティハ(１章) 

  داَءٍ 
ِ
نْ  كلُّ

ِ
 ) مُرْسَلاً   ارِمِيُّ دَّ اهُ ال ( رَوَ فيِْ  فاَتحَِةِ  الكِْتاَبِ  شِفَاءٌ  مّ

フィー ファーティハティル キタービ シファーウン ミンクッリダー 

「スーラトゥル・ファーティハには、あらゆる病
やまい

への 

癒
いや

しがあります。」(アッ＝ダーリミー) 

 

 

 

 فضيلة تلاوة القرأن
ファディーラトゥ ティラーワティル クルアーン 

クルアーンを読誦
どくしょう

することの美徳
び と く
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3 

愛情
あいじょう

 

َ ( رَوَ اَ لمَْرْءُ مَعَ مَنْ أحََبَّ   ) حْمَدُ اهُ ا
アルマルウ マアマン アハッバ 

「人
ひと

は（復活
ふっかつ

の日
ひ

に）、自分
じ ぶ ん

が好
す

きな人
ひと

と 

一緒
いっしょ

になります。」(アフマド) 

人
ひと

はこの世
よ

で愛
あい

する人
ひと

と一緒
いっしょ

にいて、復活
ふっかつ

の日
ひ

にも一緒
いっしょ

にいます。 

人
ひと

がこの世界
せかい

でアッラー、かれの使徒
し と

ムハンマド様
さま

（        ）、そして善 良
ぜんりょう

な人々
ひとびと

を愛
あい

するならば、彼
かれ

は

復活
ふっかつ

の日
ひ

に彼
かれ

らと一緒
いっしょ

に楽園
らくえん

にいるでしょう。もし、彼
かれ

が悪
わる

い人々
ひとびと

を愛
あい

しているなら、彼
かれ

は復活
ふっかつ

の日
ひ

に彼
かれ

らと地獄
じごく

にいるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

サッラッラーフ アライヒ 
ワサッラム 

サッラッラーフ アライヒ 
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に行
い

く人々
ひとびと

もまた、アッラーに愛
あい

されます。 

 

7 

ドゥアー 

 َ  العِْباَدةَِ ا  اهُ ال ( رَوَ لدُّعَاءُ مخُُّ
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

アッドゥアーウ ムッフル イバーダ 

「ドゥアーは崇拝
すうはい

の本質
ほんしつ

です。」(アッ＝ティルミズィー) 

ドゥアーは求
もと

めることを意味
い み

します。ドゥアーは崇拝
すうはい

の本質
ほんしつ

であり、

イスラームでは崇拝
すうはい

はアッラーにのみ 行
おこな

われるので、何
なに

かを求
もと

めな

ければならないときはいつでもアッラーにのみ求
もと

めます。 
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4 

真似
ま ね

 

 (رَوَاهُ ابَوُْدَاوُدَ) مِنهُْمْ مَنْ تشََبهََّ بِقَوْمٍ فهَُوَ  
マン タシャッバハ ビカウミンファフワ ミンフム 

「誰
だれ

でも他
ほか

の人々
ひとびと

の真似
ま ね

をすれば、その人
ひと

は 

（アッラーの視線
し せ ん

で）それらの人々
ひとびと

に含
ふく

まれます。」 
(アブーダーウード) 

善人
ぜんにん

を真似
ま ね

た人
ひと

は善人
ぜんにん

に数
かぞ

えられて良
よ

い報 酬
ほうしゅう

を受
う

け取
と

り、悪人
あくにん

を

真似
ま ね

た人
ひと

は悪人
あくにん

に数
かぞ

えられて罰
ばつ

を受
う

けます。 

 

5 

一番
いちばん

好
す

きな場所
ば し ょ

 

 البِلاَدِ إِ   مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ االلهِ مَسَاجِدُهَا   ىَ ل أحََبُّ
アハッブル ビラーディ イラッラーヒ マサージドゥハー 

「アッラーが一番
いちばん

好
す

きな場所
ば し ょ

とはマスジドです。」 
(ムスリム) 

マスジドは崇拝
すうはい

の場
ば

であり、アッラーの家
いえ

であるため、アッラーの

最
もっと

も愛
あい

されている場所
ばしょ

であり、礼拝
れいはい

するため、学
まな

ぶためにマスジド
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4 

真似
ま ね

 

 (رَوَاهُ ابَوُْدَاوُدَ) مِنهُْمْ مَنْ تشََبهََّ بِقَوْمٍ فهَُوَ  
マン タシャッバハ ビカウミンファフワ ミンフム 

「誰
だれ

でも他
ほか

の人々
ひとびと

の真似
ま ね

をすれば、その人
ひと

は 

（アッラーの視線
し せ ん

で）それらの人々
ひとびと

に含
ふく

まれます。」 
(アブーダーウード) 

善人
ぜんにん

を真似
ま ね

た人
ひと

は善人
ぜんにん

に数
かぞ

えられて良
よ

い報 酬
ほうしゅう

を受
う

け取
と

り、悪人
あくにん

を

真似
ま ね

た人
ひと

は悪人
あくにん

に数
かぞ

えられて罰
ばつ

を受
う

けます。 

 

5 

一番
いちばん

好
す

きな場所
ば し ょ

 

 البِلاَدِ إِ   مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ االلهِ مَسَاجِدُهَا   ىَ ل أحََبُّ
アハッブル ビラーディ イラッラーヒ マサージドゥハー 

「アッラーが一番
いちばん

好
す

きな場所
ば し ょ

とはマスジドです。」 
(ムスリム) 

マスジドは崇拝
すうはい

の場
ば

であり、アッラーの家
いえ

であるため、アッラーの

最
もっと

も愛
あい

されている場所
ばしょ

であり、礼拝
れいはい

するため、学
まな

ぶためにマスジド
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に行
い

く人々
ひとびと

もまた、アッラーに愛
あい

されます。 

 

7 

ドゥアー 

 َ  العِْباَدةَِ ا  اهُ ال ( رَوَ لدُّعَاءُ مخُُّ
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

アッドゥアーウ ムッフル イバーダ 

「ドゥアーは崇拝
すうはい

の本質
ほんしつ

です。」(アッ＝ティルミズィー) 

ドゥアーは求
もと

めることを意味
い み

します。ドゥアーは崇拝
すうはい

の本質
ほんしつ

であり、

イスラームでは崇拝
すうはい

はアッラーにのみ 行
おこな

われるので、何
なに

かを求
もと

めな

ければならないときはいつでもアッラーにのみ求
もと

めます。 
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 ‘ 

 

 

 

 

 

知識
ちしき

を求
もと

めに行
い

く人々
ひとびと

は歓迎
かんげい

され、彼
かれ

らの罪
つみ

が許
ゆる

されます。 

 

1 

一番
いちばん

善
よ

い人
ひと

 

 اهُ ال ( رَوَ ه لمََّ خَيْرُكمُْ مَّنْ تَعَلمََّ القُرْآنَ وَعَ 
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

ハイルクム マン タアッラマル クルアーナ ワアッラマフ 

「あなたたちの中
なか

で一番
いちばん

善
よ

い人
ひと

とは、聖
せい

クルアーンを

学
まな

び、それを教
おし

える人
ひと

です。」(アッ＝ティルミズィー) 

クルアーンはアッラーの言葉
ことば

であり、人間
にんげん

にとって最高
さいこう

の教
おし

えです。

そのクルアーンを学
まな

び、教
おし

える人
ひと

は最善
さいぜん

です。 

 

 

 

 فضيلة العلم والقرأن
ファディーラトゥル イルミ ワルクルアーン 

知識
ち し き

とクルアーンの美徳
び と く
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2 

イスラームの知識
ち し き

 

 مسُْلِمٍ   ى عَلٰ طَلبَُ العِْلمِْ فرَِيْضَةٌ  
ِ
 ) ابْنُ مَاجَةَ اهُ  ( رَوَ كلُّ

タラブル イルミ ファリーダトゥン アラークッリ ムスリミン 

「知識
ち し き

を学
まな

ぶことはあらゆるムスリムにとって 

義務付
ぎ む づ

けられています。」(イブヌ マージャ) 

知識
ちしき

がなければ善行
ぜんこう

はできないので、知識
ちしき

の習 得
しゅうとく

が義務付
ぎ む づ

けられて

います。 

 

3 

ウラマー 

 اهُ ال ( رَوَ وَرَثةَُ الأْنَْبِيَاءِ   ءَ الَعُْلمََا   اِنَّ 
ِ
 ) ابْنُ مَاجَةَ وَ   يُّ ذِ رْمِ تّ

インナル ウラマーア ワラサトゥル アンビヤー 

「ウラマー(学者
がくしゃ

たち)は預言者
よ げ ん し ゃ

たちの相続人
そうぞくにん

です。」 
(アッ＝ティルミズィー、 イブヌ マージャ) 

預言者
よげんしゃ

たちは富
とみ

を相続
そうぞく

に残
のこ

しませんでしたが、知識
ちしき

は相続
そうぞく

されま

す。したがって、学者
がくしゃ

は預言者
よげんしゃ

の相続人
そうぞくにん

です。 
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クルアーンの読 誦
どくしょう

には、多
おお

くの利点
り て ん

があります。クルアーン

を読 誦
どくしょう

すれば困難
こんなん

から救
すく

われます。天使
て ん し

達
たち

はその人
ひと

のために

慈悲
じ ひ

を祈
いの

ります。 

※読誦
どく し ょ う

とは声
こ え

を出
だ

して読
よ

む事
こ と

 

1 

スーラトゥル・ファーティハ(１章) 

  داَءٍ 
ِ
نْ  كلُّ

ِ
 ) مُرْسَلاً   ارِمِيُّ دَّ اهُ ال ( رَوَ فيِْ  فاَتحَِةِ  الكِْتاَبِ  شِفَاءٌ  مّ

フィー ファーティハティル キタービ シファーウン ミンクッリダー 

「スーラトゥル・ファーティハには、あらゆる病
やまい

への 

癒
いや

しがあります。」(アッ＝ダーリミー) 

 

 

 

 فضيلة تلاوة القرأن
ファディーラトゥ ティラーワティル クルアーン 

クルアーンを読誦
どくしょう

することの美徳
び と く
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に行
い

く人々
ひとびと

もまた、アッラーに愛
あい

されます。 

 

7 

ドゥアー 

 َ  العِْباَدةَِ ا  اهُ ال ( رَوَ لدُّعَاءُ مخُُّ
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

アッドゥアーウ ムッフル イバーダ 

「ドゥアーは崇拝
すうはい

の本質
ほんしつ

です。」(アッ＝ティルミズィー) 

ドゥアーは求
もと

めることを意味
い み

します。ドゥアーは崇拝
すうはい

の本質
ほんしつ

であり、

イスラームでは崇拝
すうはい

はアッラーにのみ 行
おこな

われるので、何
なに

かを求
もと

めな

ければならないときはいつでもアッラーにのみ求
もと

めます。 
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 ‘ 

２ 

スーラト・ヤースィーン(３６章) 

 مَنْ قرََأَ    يٰ س    فيِْ   صَدْرِ النهََّارِ قضُِيتَْ حَوَائِجُه ( رَوَ اهُ ال دَّ ارِمِيُّ  مُرْسَلاً ) 

マン カラア ヤースィーン ヒサッドリンナハーリ クディヤット ハワーイジュフ 

「誰
だれ

でも一日
いちにち

の始
はじ

めにスーラト・ヤースィーンを読
よ

め

ば、その日
ひ

の彼
かれ

に必要
ひつよう

なことはすべて実現
じつげん

する。」 
(アッ＝ダーリミー) 

スーラト・ヤースィーンを読
よ

む事
こと

を習 慣
しゅうかん

にする人
ひと

は、人生
じんせい

が

順 調
じゅんちょう

に進
すす

み、その意味
い み

を瞑想
めいそう

する人
ひと

は、この人生
じんせい

の平和
へいわ

の 源
みなもと

で

あるアッラーへの信頼
しんらい

と信念
しんねん

を確実
かくじつ

に高
たか

めるでしょう。アッラーが

この人生
じんせい

と来世
らいせ

に平和
へいわ

を与
あた

えてくださいますように。アーミーン 
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１ 

良
よ

い性格
せいかく

 

 اهُ ال ( رَوَ حَاسِنكُمُْ أخَْلاَقاً خِيَارُكمُْ أَ 
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

ヒヤールクム アハースィヌクム アフラーカン 

「あなたたちの中
なか

で一番
いちばん

良
よ

い人
ひと

とは、 

性格
せいかく

の一番
いちばん

良
よ

い人
ひと

です。」(アッ＝ティルミズィー) 

信者
しんじゃ

は悪
わる

い言葉
ことば

や 行
おこな

いを避
さ

けなければなりません。 

互
たが

いに良
よ

い言葉
ことば

を使
つか

い、良
よ

い 行
おこな

いをするようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 الاخلاق الحسنة
アル アハラークル ハサナ 

良い
よ い

性格
せ い か く
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この 章
しょう

には、最悪
さいあく

の罪
つみ

についての記述
きじゅつ

があります。これらの罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

は、悔
く

い 改
あらた

めるまで天国
てんごく

に行
い

く前
まえ

に、 必
かなら

ず罪
つみ

に対
たい

する罰
ばつ

を

受
う

けるでしょう。 

1 

不正
ふ せ い

 

 مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ ظُلمَُاتٌ يوَّْمَ القِْيَامَةِ   الَظُّلمَْ   فاَِنَّ     الظُّلمَْ قُوا اِتَّ 
イッタクッズルマ ファイッナッズルマ ズルマートゥン ヤウマルキヤーマ 

「不正
ふ せ い

に用心
ようじん

せよ、 

不正
ふ せ い

は復活
ふっかつ

の日
ひ

における最大
さいだい

の闇
やみ

だから。」 
(ムスリム) 

分
わ

かっていながら悪
わる

い 行
おこな

いをすることは、復活
ふっかつ

の日
ひ

には最大
さいだい

の悪事
あくじ

とみなされ、真
ま

っ暗闇
くらやみ

の中
なか

に置
お

かれます。 

 

 

 المنهيات
アル マンヒヤートゥ 

アッラーと彼
かれ

の使徒
し と

が禁
きん

じられたこと 
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２ 

タクワー 

 اهُ ال ( رَوَ اِتّقَِ االلهَ  حَيْثمَُا كنُتَْ 
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

イッタキッラーハ ハイスマークンタ 

「あなたがどこにいても、アッラーを畏
おそ

れなさい。」 
(アッ＝ティルミズィー) 

アッラーの命令
めいれい

に 従
したが

い、あなたがたがどこにいても罪
つみ

を犯
おか

さないこ

と。そして、すべての場合
ばあい

においてアッラーに背
そむ

くことのないよう

に。 

 

3 

謙虚
けんきょ

さ 

ِ  احََدٌ توََاضَعَ    ا مَ  ُ   اِلاَّ   ِ��  مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ رَفعََهُ االله
マータワーダア アハダッラーヒ イッラー ラファアフッラー 

「誰
だれ

でもアッラーのお喜
よろこ

びを得
え

るために謙虚
けんきょ

に 

振
ふ

る舞
ま

えば、アッラーは彼
かれ

を高
たか

められます。」(ムスリム) 

謙遜
けんそん

は、人々
ひとびと

の 間
あいだ

の愛 情
あいじょう

、愛
あい

、平 等
びょうどう

を強
つよ

めて、人々
ひとびと

の 心
こころ

から

羨望
せんぼう

と憎
にく

しみを消
け

し去
さ

ります。 
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4 

サラーム 

نَ الكِْبْرِ  
ِ
لاَمِ برَِيْءٌ مّ  ) بيَْهَقِيُّ اهُ الْ ( رَوَ الَبْاَدِئُ بِالسَّ

アルバーディウ ビッサラーミ バリーウン ミナルキブリ 

「サラームを先
さき

にする人
ひと

は、 

高慢
こうまん

さ(いばる事
こと

)から守
まも

られます。」(アル＝バイハキー) 

始
はじ

めにサラームする人
ひと

は、彼
かれ

の行動
こうどう

が謙虚
けんきょ

であり、純 粋
じゅんすい

さと優
やさ

し

さを示
しめ

しているので、傲慢
ごうまん

から解放
かいほう

されます。 

 

5 

ハヤー 

يْمَانِ  نَ الإِْ
ِ
َ ( رَوَ الَحَْيَاءُ شُعْبةٌَ مّ  ) حْمَدُ اهُ ا

アルハヤーウ シュウバトゥンミナルイーマーン 

「恥
は

じらいはイーマーンの(重要
じゅうよう

な)枝
えだ

の１つです。」 
(アフマド) 

謙虚
けんきょ

さは、イーマーン(信仰
しんこう

)の 最
もっと

も重 要
じゅうよう

な部分
ぶぶん

の１つで、不快
ふかい

なも

のを避
さ

けるように 促
うなが

します。 
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6 

沈黙
ちんもく

 

َ ( رَوَ مَنْ صَمَتَ نجََا   ال   وَ حْمَدُ  اهُ ا
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

マン サマタ ナジャー 

「沈黙
ちんもく

を保
たも

った人
ひと

は、成功
せいこう

しました。」 
(アフマド、アッ＝ティルミズィー) 

沈黙
ちんもく

を守
まも

っている人
ひと

は、悪口
わるくち

、嘘
うそ

、誹謗
ひぼう

中 傷
ちゅうしょう

、無駄
む だ

なうわさ

話
ばなし

、喧嘩
けんか

などの舌
した

の罪
つみ

から逃
のが

れます。 

 

7 

感謝
かんしゃ

 

َ ( رَوَ مَنْ لمَّْ يشَْكُرِ الناَّسَ لمَْ يشَْكُرِ االلهَ   ) حْمَدُ اهُ ا
マンラム ヤシュクリンナーサ ラムヤシュクリッラー 

「人々
ひとびと

に感謝
かんしゃ

を示
しめ

さない人
ひと

は、 

アッラーにも感謝
かんしゃ

を示
しめ

しません。」(アフマド) 

アッラーが感謝
かんしゃ

を命
めい

じられたにもかかわらず、人々
ひとびと

の親切
しんせつ

に感謝
かんしゃ

し

ない人
ひと

は、アッラーにも感謝
かんしゃ

しません。 

 



97 

 

 ‘ 

8 

隣人
りんじん

 

 ) بيَْهَقِيُّ اهُ الْ ( رَوَ ◌ٖ جَنبِْه   ى لٰ المُْؤْمِنُ الذَِّيْ يشَْبعَُ وَجَارُه جَائِعٌ إِ    ليَْسَ 
ライサル ムッミヌッラズィー ヤシュバウ ワジャールフ ジャーイウン イラージャンビヒ 

「隣人
りんじん

がお腹
なか

の空
す

いたままで、自分
じ ぶ ん

は腹
はら

いっぱい食
た

べ

るような者
もの

は、完全
かんぜん

な信者
しんじゃ

ではありません。」 
(アル＝バイハキー) 

イスラームが多
おお

くの注意
ちゅうい

を払
はら

ってきた隣人
りんじん

の権利
けんり

は、人々
ひとびと

の 最
もっと

も

重 要
じゅうよう

な権利
けんり

の１つです。信者
しんじゃ

は隣人
りんじん

が苦
くる

しんでいるのに、自分
じぶん

だけ

を満
み

たすために隣人
りんじん

に注意
ちゅうい

を払
はら

わないことは、まったく適切
てきせつ

ではあ

りません。 
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この 章
しょう

には、最悪
さいあく

の罪
つみ

についての記述
きじゅつ

があります。これらの罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

は、悔
く

い 改
あらた

めるまで天国
てんごく

に行
い

く前
まえ

に、 必
かなら

ず罪
つみ

に対
たい

する罰
ばつ

を

受
う

けるでしょう。 

1 

不正
ふ せ い

 

 مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ ظُلمَُاتٌ يوَّْمَ القِْيَامَةِ   الَظُّلمَْ   فاَِنَّ     الظُّلمَْ قُوا اِتَّ 
イッタクッズルマ ファイッナッズルマ ズルマートゥン ヤウマルキヤーマ 

「不正
ふ せ い

に用心
ようじん

せよ、 

不正
ふ せ い

は復活
ふっかつ

の日
ひ

における最大
さいだい

の闇
やみ

だから。」 
(ムスリム) 

分
わ

かっていながら悪
わる

い 行
おこな

いをすることは、復活
ふっかつ

の日
ひ

には最大
さいだい

の悪事
あくじ

とみなされ、真
ま

っ暗闇
くらやみ

の中
なか

に置
お

かれます。 

 

 

 المنهيات
アル マンヒヤートゥ 

アッラーと彼
かれ

の使徒
し と

が禁
きん

じられたこと 
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2 

陰口
かげぐち

 

 ٌ  مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ لاَ يَدْخُلُ الجَْنةََّ نمََّام
ラー ヤドゥフルルジャンナタ ナンマーム 

「人
ひと

を中 傷
ちゅうしょう

する者
もの

は天国
てんごく

に入
はい

れません。」(ムスリム) 

悪意
あくい

を持
も

って、ある人
ひと

のメッセージを別
べつ

の人
ひと

に伝
つた

える人
ひと

は天国
てんごく

に入
はい

れません。 

 

3 

血縁
けつえん

 

 مٌ) لِ اهُ مسُْ ( رَوَ لاَ يَدْخُلُ الجَْنةََّ قاَطِعٌ 
ラー ヤドゥフルルジャンナタ カーティウン 

「血縁
けつえん

を絶
た

ち、親戚
しんせき

を悪
わる

く扱
あつか

うような人
ひと

は、天国
てんごく

に 

入
はい

れません。」(ムスリム) 

彼
かれ

の 最
もっと

も近
ちか

い親戚
しんせき

からの関係
かんけい

を断
た

ち切
き

る人
ひと

は天国
てんごく

に入
はい

れません。 
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ٰ◌ 

4 

傲慢
ごうまん

 

نْ كِبْرٍ 
ِ
 اهُ ال ( رَوَ لاَ يَدْخُلُ الجَْنةََّ مَنْ كاَنَ فيِْ قلَبِْه مِثقَْالُ ذرََّةٍ مّ

ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ

ラーヤドゥフルジャンナタ マン カーナ フィー カルビヒー ミスカール ザッラティン  

ミン キブリン 

「ほんの僅
わず

かでも傲慢
ごうまん

さを持
も

つ者
もの

は、 

天国
てんごく

に入
はい

れません。」(アッ＝ティルミズィー) 

人々
ひとびと

を見下
みくだ

す人
ひと

は天国
てんごく

に入
はい

れません。 

 

5 

礼拝
れいはい

を捨
す

てる事
こと

 

لاَةِ   بيَْنَ  وَ عَبْدِ بيَْنَ الْ   اهُ ال ( رَوَ الكُْفْرِ تَرْكُ الصَّ
ِ
 ) يُّ ذِ رْمِ تّ
バイナッラジュリ ワバナルクフリ タルクッサラー 

「サラート（礼拝
れいはい

）を捨
す

てる事
こと

はクフル（不信
ふ し ん

）に 

つながる事
こと

である。」(アッ＝ティルミズィー) 

不信者
ふしんしゃ

は礼拝
れいはい

しないので、礼拝
れいはい

を離
はな

れることは不信
ふしん

につながります。 
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6 

ハラーム 

 )   برََانيُِّ الطَّ اهُ  ( رَوَ رَامِ لحَْ لاَ يَدْخُلُ الجَْنةََّ جَسَدٌ غذُِيَ بِا 
ラーヤドゥフルルジャンナタ ジャサドゥン グズィヤ ビルハラーミ 

「ハラーム（禁
きん

じられたもの）を与
あた

えられた体
からだ

は 

天国
てんごく

に入
はい

れません。」(アッタバラニー) 

禁
きん

じられた物
もの

を食
た

べ、盗
ぬす

んだもの、悪
わる

い方法
ほうほう

で稼
かせ

いだお金
かね

で生活
せいかつ

し

ていれば、天国
てんごく

に入
はい

れなくなるでしょう。 
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「アッラーの御名
み な

において、アッラーに称讃
しょうさん

あれ。 

これらのものを私
わたし

たちに服従
ふくじゅう

させた御方
お か た

を讃
たた

えます。 

これは私
わたし

たち自身
じ し ん

で出来
で き

なかったことです。 

本当
ほんとう

に私
わたし

たちは 

私
わたし

たちの主
しゅ

の御許
み も と

に必
かなら

ず帰
かえ

されるのです。 

アッラーに称讃
しょうさん

あれ。アッラーに称讃
しょうさん

あれ。 

アッラーに称讃
しょうさん

あれ。 

アッラーは偉大
い だ い

なり。アッラーは偉大
い だ い

なり。 

アッラーは偉大
い だ い

なり。 

アッラーよ、あなたに讃
たた

えあれ。本当
ほんとう

に私
わたし

は自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

に不正
ふ せ い

を働
はたら

きました。ですから私
わたし

を御赦
お ゆ る

し下
くだ

さい。

本当
ほんとう

に罪
つみ

を御赦
お ゆ る

しになられるのは、 

あなたの他
ほか

におりません。」 
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ご加護
か ご

を求
もと

めます。」 

 

＊＊＊＊ 

ّ ألَ عَجْزِ  وَاعَوُْذبُِکَ مِنَ الْ   ، نِ زَ حَ وَالْ هَمِّ  اِنىِّْ اعَوُْذبُِکَ مِنَ الْ   هُمَ ل
  غلَبَةَِ وَاعَوُْذبُِکَ مِنْ    ، بخُْلِ وَاعَوُْذبُِکَ مِنَ الجُُبْنِ وُالْ   ، کسََلِ وَالْ 

يْنِ وَقَ  جَالِ   هْرِ الدَّ  .الرِّ
アッラーフンマインニー アウーズ ビカ ミナルハンミ ワルフズン ワアウーズ ビカ 

ミナルアジュズィ ワルカサリ ワアウーズビカミナル ジュブニ ワル ブフリ ワ アウーズビカ 

ミン ガラバティッダイン ワ カハリッラジャーリ 

「アッラーよ！私
わたし

は悩
なや

みと悲
かな

しみからあなたのご加護
か ご

を求
もと

めます。また私
わたし

は無力
むりょく

さと怠惰
た い だ

からあなたの 

ご加護
か ご

を求
もと

めます。また私
わたし

は臆病
おくびょう

さと吝嗇
りんしょく

からあな

たのご加護
か ご

を求
もと

めます。そして私
わたし

は、借金
しゃっきん

の重荷
お も に

に

圧倒
あっとう

される事
こと

や人々
ひとびと

が私
わたし

を圧制
あっせい

する様
よう

な事
こと

から 

あなたのご加護
か ご

を求
もと

めます。」 
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 َ �هُمّ ي أسَْألَكَُ   ألَل
ِ
َ العَْافيَِةَ فيِ الدُّنْياَ وَالآْخِرَةِ ،    العَْفْوَ وَ   إِنّ �هُمّ ي    ألَل

ِ
إِنّ

َ ،    وَمَاليِْ   وَدنُْيَايَ وَأهَْلِيْ   نِيْ دِيْ   أسَْألَكَُ العَْفْوَ وَالعَْافيَِةَ فيِْ  �هُمّ   ألَل
َ ،    وْعَاتيِْ وَآمِنْ رَّ   اسْترُْ عوَْرَاتيِْ  �هُمّ  ،    احْفَظْنِيْ   ألَل مِنْ بيَْنِ يَدَيَّ

ذُ  ، وَأعَوُْ ، وَمِنْ فوَْقيِْ   ، وَعنَْ شِمَاليِْ   نِيْ ، وَعنَْ يّمَِيْ وَمِنْ خَلفِْيْ 
 .أغُْتاَلَ مِنْ تحَْتيِْ بِعَظَمَتكَِ أنَْ  

アッラーフンマ インニー アスアルカル アフワ ワルアーフィヤタ フィッドゥンヤー 

ワルアーヒラ アッラーフンマ インニー アスアルカル アフワ ワルアーフィアタ 

フィーディーニ ワドゥンヤーヤ ワアハリー ワマーリー 

アッラーフンマストゥル アウラーティ ワアーミン ラウアーティー 

アッラーフンマフファズニー ミンバイニ ヤダイヤ ワミン ハルフィー ワアンヤミーニー 

ワアンシマーリー ワミンファウキー ワアウーズ ビアザマティカ 

アン ウグターラ ミン タハティー 

「アッラーよ、私
わたし

はあなたに現世
げ ん せ

と来世
ら い せ

における赦
ゆる

し

と無事
ぶ じ

安泰
あんたい

を願
ねが

います。アッラーよ、私
わたし

はあなたに

私
わたし

の宗 教
しゅうきょう

、現世
げ ん せ

、家族
か ぞ く

、財産
ざいさん

においてお赦
ゆる

しと無事
ぶ じ

安泰
あんたい

を願
ねが

います。アッラーよ、私
わたし

の恥部
ち ぶ

を隠
かく

し、私
わたし

の恐
おそ

れをお静
しず

め下
くだ

さい。私
わたし

の前
まえ

、後
うし

ろ、左右
さ ゆ う

、上
うえ

から

私
わたし

をお守
まも

りください。私
わたし

はあなたの偉大
い だ い

さに、足元
あしもと

から崩壊
ほうかい

させられることに対
たい

することからの 
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ご加護
か ご

を求
もと

めます。」 

 

＊＊＊＊ 

ّ ألَ عَجْزِ  وَاعَوُْذبُِکَ مِنَ الْ   ، نِ زَ حَ وَالْ هَمِّ  اِنىِّْ اعَوُْذبُِکَ مِنَ الْ   هُمَ ل
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ミナルアジュズィ ワルカサリ ワアウーズビカミナル ジュブニ ワル ブフリ ワ アウーズビカ 

ミン ガラバティッダイン ワ カハリッラジャーリ 

「アッラーよ！私
わたし

は悩
なや

みと悲
かな

しみからあなたのご加護
か ご

を求
もと

めます。また私
わたし

は無力
むりょく

さと怠惰
た い だ

からあなたの 

ご加護
か ご

を求
もと

めます。また私
わたし

は臆病
おくびょう

さと吝嗇
りんしょく

からあな

たのご加護
か ご

を求
もと

めます。そして私
わたし

は、借金
しゃっきん

の重荷
お も に

に

圧倒
あっとう

される事
こと

や人々
ひとびと

が私
わたし

を圧制
あっせい

する様
よう

な事
こと

から 

あなたのご加護
か ご

を求
もと

めます。」 
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ご加護
か ご

を求
もと

めます。」 

 

＊＊＊＊ 

ّ ألَ عَجْزِ  وَاعَوُْذبُِکَ مِنَ الْ   ، نِ زَ حَ وَالْ هَمِّ  اِنىِّْ اعَوُْذبُِکَ مِنَ الْ   هُمَ ل
  غلَبَةَِ وَاعَوُْذبُِکَ مِنْ    ، بخُْلِ وَاعَوُْذبُِکَ مِنَ الجُُبْنِ وُالْ   ، کسََلِ وَالْ 

يْنِ وَقَ  جَالِ   هْرِ الدَّ  .الرِّ
アッラーフンマインニー アウーズ ビカ ミナルハンミ ワルフズン ワアウーズ ビカ 

ミナルアジュズィ ワルカサリ ワアウーズビカミナル ジュブニ ワル ブフリ ワ アウーズビカ 

ミン ガラバティッダイン ワ カハリッラジャーリ 

「アッラーよ！私
わたし

は悩
なや

みと悲
かな

しみからあなたのご加護
か ご

を求
もと

めます。また私
わたし

は無力
むりょく

さと怠惰
た い だ

からあなたの 

ご加護
か ご

を求
もと

めます。また私
わたし

は臆病
おくびょう

さと吝嗇
りんしょく

からあな

たのご加護
か ご

を求
もと

めます。そして私
わたし

は、借金
しゃっきん

の重荷
お も に

に

圧倒
あっとう

される事
こと

や人々
ひとびと

が私
わたし

を圧制
あっせい

する様
よう

な事
こと

から 

あなたのご加護
か ご

を求
もと

めます。」 
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たことの外
ほか

、彼
かれ

らはかれの御知識
み ち し き

に就
つ

いて、何
なに

も会得
え と く

するところはないのである。かれの玉座
ぎょくざ

は、凡
すべ

ての天
てん

と地
ち

を覆
おお

って広
ひろ

がり、この２つを守
まも

って、疲
つか

れも覚
おぼ

え

られない。かれは至高
し こ う

にして、至大
し だ い

であられる。」 

（スーラ・バカラ：２５５） 
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